
『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
六
校
訂
と
註
釈
（
三
）
に
寄
せ
て

佐
藤

信

今
回
、
本
『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
誌
の
第
二
十
一
号
（
二
○
一

七
年
）・
第
二
十
二
号
（
二
○
一
八
年
）
に
掲
載
し
た
前
々
回
・
前
回
の
「『
朝
野

群
載
』
巻
二
十
六

校
訂
と
註
釈
」（
一
）・（
二
）
に
続
け
て
、（
三
）
を
続
編
と

し
て
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
で
に
（
一
）
の
冒
頭
に
「『
朝
野
群
載
』
巻

二
十
六
校
訂
と
註
釈
に
寄
せ
て
」
と
し
て
、『
朝
野
群
載
』
や
朝
野
群
載
研
究
会

の
経
緯
に
つ
い
て
概
略
を
書
い
た
が
、
し
ば
ら
く
間
が
あ
い
た
こ
と
も
あ
り
、
重

複
を
恐
れ
ず
こ
こ
で
改
め
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

『
朝
野
群
載
』
は
、
十
二
世
紀
前
半
に
三
善
為
康
（
一
○
四
九
〜
一
一
三
九
）

が
編
纂
し
た
漢
詩
文
・
文
書
集
で
あ
る
。
編
者
の
三
善
為
康
は
、
算
博
士
を
「
家

業
」
と
す
る
学
者
で
、
地
方
官
も
兼
ね
た
実
務
官
人
で
も
あ
り
、
文
人
・
浄
土
信

仰
者
と
し
て
も
名
高
か
っ
た
。『
朝
野
群
載
』
以
外
に
も
、
百
科
事
典
的
な
『
掌

中
歴
』
や
往
生
伝
の
『
拾
遺
往
生
伝
』『
後
拾
遺
往
生
伝
』
な
ど
を
著
し
て
お
り
、

自
ら
往
生
者
で
も
あ
っ
た
。

『
朝
野
群
載
』
は
、
序
に
は
全
三
十
巻
で
永
久
四
年
（
一
一
一
六
）
成
立
と
あ

る
が
、
現
存
二
十
一
巻
中
に
は
長
承
元
年
（
一
一
三
二
）
の
文
書
も
収
め
ら
れ
て

お
り
、
編
纂
は
継
続
し
た
と
み
ら
れ
る
。
巻
一
〜
三
の
文
筆
部
の
漢
詩
文
に
続
け

て
、
巻
四
以
降
で
は
朝
儀
・
神
�
官
・
太
政
官
か
ら
諸
国
雑
事
・
諸
国
公
文
・
諸

国
功
過
な
ど
に
わ
た
り
、
詔
・
宣
旨
・
官
符
・
申
文
・
起
請
な
ど
の
文
書
例
が
配

置
さ
れ
て
お
り
、
文
書
を
取
り
扱
う
実
務
官
人
向
け
の
教
科
書
的
内
容
と
な
っ
て

い
る
。
と
く
に
、
諸
国
雑
事
・
諸
国
公
文
・
諸
国
功
過
な
ど
国
司
の
地
方
行
政
に

関
す
る
文
書
例
を
多
く
伝
え
、
平
安
時
代
後
期
の
地
方
行
政
の
実
態
を
知
る
上
で

貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

『
朝
野
群
載
』
の
地
方
行
政
関
係
の
巻
二
十
二
の
校
訂
・
註
釈
に
つ
い
て
は
、

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
で
の
私
の
古
代
史
料
演
習
の
ゼ
ミ
や
朝
野
群
載
研
究

会
で
の
院
生
諸
君
と
の
共
同
研
究
成
果
を
、
か
つ
て
『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究

『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
六

校
訂
と
註
釈
（
三
）

朝
野
群
載
研
究
会

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
六
号

二
〇
二
二
年
三
月
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室
紀
要
』
の
第
十
一
号
〜
第
十
七
号
（
二
○
○
七
〜
二
○
一
三
年
）
に
「『
朝
野

群
載
』
巻
二
十
二

校
訂
と
註
釈
」（
一
）
〜
（
七
）
と
し
て
連
載
し
、
さ
ら
に

そ
れ
を
再
検
討
し
て
索
引
を
付
し
佐
藤
信
監
修
・
朝
野
群
載
研
究
会
編
『
朝
野
群

載

巻
二
十
二

校
訂
と
註
釈
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
五
年
）
と
し
て
公
刊

し
た
。
幸
い
、
同
書
は
諸
方
か
ら
古
代
地
方
行
政
研
究
上
有
益
と
の
励
ま
し
の
言

葉
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
ま
で
の
『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
二
の
校
訂
・
註
釈
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

佐
藤
信
「『
朝
野
群
載
』
校
訂
と
註
釈
に
寄
せ
て
」（『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究

室
紀
要
』
第
十
一
号
、
二
○
○
七
年
）
や
佐
藤
信
「
序
」（『
朝
野
群
載

巻
二
十

二

校
訂
と
註
釈
』
吉
川
弘
文
館
、
二
○
一
五
年
）
に
記
し
た
の
で
、
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

二
○
一
五
年
の
『
朝
野
群
載

巻
二
十
二

校
訂
と
註
釈
』
公
刊
後
、
一
段
落

感
も
あ
り
、
朝
野
群
載
研
究
会
参
加
院
生
に
も
学
窓
を
離
れ
る
者
も
多
く
な
っ
た

な
か
で
、
在
籍
す
る
院
生
諸
君
の
要
望
を
受
け
、
改
め
て
ゼ
ミ
で
『
朝
野
群
載
』

の
巻
二
十
二
に
続
く
巻
二
十
六
「
諸
国
公
文
中
」（
巻
二
十
三
〜
二
十
五
は
欠

本
）
を
対
象
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
二
○
一
六
年
度
か
ら
ゼ
ミ
で
扱
い
、

朝
野
群
載
研
究
会
も
継
続
し
て
、
そ
の
研
究
成
果
が
前
回
の
「
校
訂
と
註
釈
」

（
一
）（
二
）
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
の
後
、
私
の
東
京
大
学
定
年
退
職
が
あ
り
、
次

に
勤
め
た
人
間
文
化
研
究
機
構
の
仕
事
の
都
合
か
ら
研
究
会
が
催
せ
ず
間
が
あ
い

て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
度
改
め
て
現
在
の
院
生
諸
君
と
研
究
会
を
再
開
し
て
、
か

つ
て
の
ゼ
ミ
の
成
果
も
一
部
取
り
込
ん
で
（
三
）
と
し
て
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
研
究
会
開
催
に
も
困
難
が
と
も
な
っ
た
が
、
巻
二
十
六
に

つ
い
て
ひ
と
通
り
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

前
回
に
続
け
て
今
回
も
、
底
本
の
翻
刻
を
お
許
し
い
た
だ
い
た
国
文
学
研
究
資

料
館
を
は
じ
め
、
校
訂
に
写
本
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
諸
御
所
蔵
者
、
ま
た
便

宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
田
島
公
教
授
に
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
る
。
な
お
、「
本
文
編
」「
註
釈
編
」（
本
文
、
校
訂
註
、
補
注
、
書
き
下

し
、
註
、
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
、
関
連
史
料
、
参
考
文
献
）
か
ら
な
る
全
体

の
構
成
や
内
容
は
変
わ
ら
な
い
が
、
凡
例
に
つ
い
て
は
『
朝
野
群
載

巻
二
十

二

校
訂
と
註
釈
』
に
な
ら
い
つ
つ
も
、
新
し
く
追
加
し
改
め
た
点
も
あ
る
。

今
回
の
研
究
会
メ
ン
バ
ー
で
執
筆
担
当
者
は
、
以
下
の
大
学
院
博
士
課
程
院
生

等
で
あ
り
、
内
容
は
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

西
本
哲
也
、
井
上
翔
、
安
洪
贇
、
古
田
一
史
、
櫻
聡
太
郎
、
杉
田
建
斗
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凡

例

本
稿
は
、『
東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
』
第
二
十
一
号
（
二
〇
一
七
）・

第
二
十
二
号
（
二
〇
一
八
）
に
て
発
表
さ
れ
た
「『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
六

校

訂
と
註
釈
（
一
）・（
二
）」
の
続
編
で
あ
る
。
底
本
に
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
人

間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
の
「
山
城
国
京
都
三
条
西
家
文
書

『
朝
野
群
載
』
巻
廿
六
〜
廿
七
」（
請
求
記
号23A

/00238

―007

）
を
用
い
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
記
述
の
凡
例
、
お
よ
び
校
訂
に
用
い
た
対
校
本
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

も
（
一
）
に
お
い
て
詳
細
に
記
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

以
下
、
本
稿
に
お
け
る
凡
例
の
追
加
部
分
の
み
を
記
す
。

三

註
釈
編

３

註

・
本
稿
に
お
い
て
は
、『
延
喜
交
替
式
』
の
引
用
に
際
し
て
、
便
宜
の
た
め
早
川

庄
八
「
交
替
式
の
基
礎
的
研
究
」（『
日
本
古
代
の
文
書
と
典
籍
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
九
七
、
初
出
一
九
六
八
）
の
条
文
番
号
を
用
い
た
。

・
本
稿
に
お
い
て
は
、
引
用
史
料
の
略
称
に
つ
い
て
、
新
た
に
次
の
事
例
を
追
加

し
た
。

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
・
廣
橋
家
旧
蔵
本
「
弁
官
補
任
」
…
廣
橋
本

『
弁
官
補
任
』

『
大
日
本
古
文
書
』
石
清
水
文
書
○
号
文
書
…
石
清
水－

○

・
な
お
、
廣
橋
家
旧
蔵
本
「
弁
官
補
任
」（
資
料
番
号H

63－
553

）
は
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
れ
き
は
く
内
の
館
蔵
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
て
画
像
を
閲
覧
し
た
。

本
文
編

㉓
国
司
申
交
替
使
解
文
書
様

申
交
替
使

其
國
司
解

申
請

官
裁
事

請
特
蒙

官
裁
、
被
下
遣
檢
交
替
使
實
録
官
物
状

右
謹
檢
案
内
、
前
司
從
五
位
下
守
其
臣
姓
名
卒
去
已
了
。
�
茲
新
司
着
任
之
後
、

任
式
條
欲
始
行
交
替
務
之
處
、
無
人
分
附
不
能
受
領
。
望
請

官
裁
。
被
下
遣
朝

使
、
令
檢
交
替
之
務
、
将
致
受
領
之
勤
。
仍
勒
事
状
、
謹
請

官
裁
。
謹
解
。

年

月

日

㉔
申
交
替
使
文

申
交
替
使
文
申
一
上
奏

無
續
文

天
暦
七
ー
六
月
十
三
日

宣
旨
云
、
前
司
卒
去
之
国
、
待
後
司
之
申
請
、
有
遣

檢
交
替
使
。
而
申
請
之
間
、
早
晩
任
意
、
所
請
只
在
前
司
同
任
。
空
送
年
月
、

如
忘
朝
憲
。
官
物
依
其
暗
減
、
公
損
為
之
自
成
。
論
政
途
、
理
不
可
然
。
宜
准

申
不
動
倉
鈎
匙
之
例
、
拜
除
之
後
、
在
京
之
日
、
令
言
上
定
遣
詔
使
。
自
今
以

後
、
立
為
恒
例
者
。

㉕
申
前
司
同
任
国
司
解
文

申
前
司
同
任
国
司
解
文

令
停
遣
檢
交
替
使
、
任
前
前
司
守
臣
姓
名
受
領
定
数
、
令
前
司
同
任
分
付
受
領
、

合
官
物
若
干
数
状

㉖
陸
奥
守
藤
原
朝
元
為
勤
交
替
申
前
司
文

為
勤
交
替
申
前
司
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従
四
位
下
行
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
朝
元
誠
惶
誠
恐
謹
言

請
被
殊
蒙

天
裁
、
下
遣
前
司
守
従
四
位
上
平
朝
臣
孝
義
、
令
勤
仕
交
替
政
状

右
朝
元
、
謹
檢
案
内
、
交
替
之
政
、
前
吏
為
夲
。
分
付
官
物
、
文
書
為
先
。
朝
元

正
月
廿
四
日
拜
任
、
七
月
十
四
日
首
途
。
孝
義
朝
臣
同
月
廿
六
日
參
洛
已
了
。
朝

元
早
随
着
任
、
相
會
誰
人
、
檢
知
官
物
、
沙
汰
公
文
。
望
請
、

天
裁
。
被
下
遣

孝
義
朝
臣
、
令
勤
仕
交
替
政
。
将
令
分
付
官
物
。
朝
元
誠
ー
ー
ー
ー
ー
。

長
元
二
年
八
月
二
日
従
四
位
上
行
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
朝
元

㉗
国
司
任
先
例
申
交
替
使
解
文
書
様

任
先
例
申
交
替
使

某
国
司
解

申
請
官
裁
事

請
殊
蒙

官
裁
、
�
准
先
例
、
給
檢
交
替
使
、
行
交
替
政
状

右
新
司
守
正
四
位
下
行
某
姓
名
、
去
某
月
日
拜
任
、
同
年
月
日
着
任
。
欲
行
交
替
、

無
人
分
付
。
謹
檢
案
内
、
前
吏
卒
去
之
國
、
申
請
詔
使
之
例
、
古
今
已
存
、
不
遑

毛
挙
。
望
請

官
裁
。
被
給
檢
交
替
使
、
将
行
交
替
。
仍
録
事
状
、
謹
解
。

年

月

日

正
六
位
上
行
目

参
議
正
三
位
左
兵
衛
督
兼
守
藤
原
朝
臣
正
六
位
上
行
掾

正
四
位
下
行
權
守
源
朝
臣

正
六
位
上
行
介
姓

㉘
河
内
国
司
以
前
司
同
任
官
人
申
実
録
国
内
官
物
等
解
文

以
前
司
同
任
官
人
申
實
録
國
内
官
物
等

河
内
國
司
解

申
請

官
裁
事

宣
旨
云
依
請

請
�
准
前
例
、
不
給
檢
交
替
使
、
任
前
司
從
五
位
下
菅
原
朝
臣
某
受
領
定
数
、

以
前
司
同
任
官
人
、
實
錄
國
内
官
物
状

右
�
檢
案
内
、
前
司
從
四
位
上
善
滋
朝
臣
為
政
、
不
勤
交
替
。
左
右
遁
避
、
其
身

既
卒
、
無
人
分
付
。
�
任
先
例
、
申
請

檢
交
替
使
。
而
此
國
凋
弊
難
治
第
一
也
。

檢
交
替
使
下
向
之
時
、
供
給
雜
事
、
觸
事
多
煩
。
以
前
司
同
任
實
録
官
物
、
前
例

多
存
。
望
請

官
裁
。
�
准
先
例
、
不
給
件
使
、
以
前
司
同
任
官
人
、
実
録
國
内

官
物
、
将
省
部
内
之
煩
。
仍
注
事
状
、
謹
請

官
裁
。
謹
解
。

長
久
四
年
七
月
八
日

目
闕

從
四
位
上
行
守
藤
原
朝
臣

正
六
位
上
行
大
掾
大
中
臣
朝
臣

㉙
停
遣
検
校
交
替
使
官
符

停
遣
檢
交
替
使
官
符

太
政
官
符

前
國
司

應
停
遣
檢
交
替
使
、
依
前
司
藤
原
朝
臣
景
齋
受
領
定
数
、
令
同
任
國
司
分
付
受

領
雜
官
物
事

右
得
彼
國
去
治
安
二
年
十
一
月
廿
三
日
解
状
�
、
新
司
守
從
四
位
下
行
源
朝
臣
經

相
、
治
安
二
年
正
月
廿
八
日
任
、
同
年
三
月
五
日
着
任
。
依
例
欲
�
行
交
替
政
之

間
、
前
司
権
守
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
景
齋
、
白
地
請
身
假
入
京
。
相
待
下
向
之
程
、

同
年
六
月
十
一
日
依
身
病
、
忽
以
出
家
。
国
内
官
物
、
無
人
分
付
、
徒
送
年
月
。

方
今
檢
諸
国
之
例
、
可
令
任
用
之
官
人
、
�
行
交
替
政
之
由
、
裁
許
近
在
。
望
請

官
裁
。
�
准
諸
國
例
、
令
前
司
同
任
権
介
行
信
等
、
景
齋
朝
臣
受
領
定
数
、
分

付
受
領
国
内
官
物
、
及
神
寺
官
舍
等
、
将

後
任
之
勘
會
者
。
右
大
臣
宣
、
奉

勅
、
依
請
者
、
國
宜
承
知
、
依
宣
行
之
、
符
到
奉
行
。

左
中
辨
源
朝
臣

左
大
史
大
宅
真
人

萬
壽
二
年
五
月
三
日
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㉚
飛
騨
国
司
令
書
生
分
付
官
物
解
文

飛
騨
國
司
解

申
請

官
裁
事

宣
旨
云
依
請

請
被
�
准
先
例
、
令
書
生
分
付
官
物
状

右
謹
檢
案
内
、
守
従
五
位
下
橘
朝
臣
惟
通
、
萬
壽
三
年
十
月
廿
六
日
任
、
同
四
年

七
月
廿
五
日
着
任
。
爰
檢
交
替
使
、
去
年
十
二
月
十
四
日
被
定
遣
了
。
方
今
交
替

之
政
、
以
任
用
之
吏
勤
行
。
是
諸
國
例
也
。
而
此
国
代
々
無
有
任
用
。
僅
所
在
書

生
一
兩
也
。
然
則
交
替
使
下
向
之
日
、
以
誰
人
将
行
此
政
。
望
請

官
裁
。
�
准

先
例
、
早
被
裁
下
。
将
勤
行
交
替
之
政
。
謹
解
。

長
元
二
年
二
月
廿
三
日

従
五
位
下
行
守
橘
朝
臣

㉛
検
伊
予
国
交
替
使
進
上
実
録
帳
解
文

檢
伊
豫
國
交
替
使
解

申
進
上
實
録
帳
事

合
壹
巻

右
依
太
政
官
去
五
月
三
日
符
、
従
同
年
七
月
十
五
日
限
内
勘
録
、
言
上
如
件
。
謹

解
。

治
安
二
年
十
月
廿
八
日

主
典
明
法
生
正
六
位
上
伴
朝
臣
俊
通

32
免
能
登
前
司
返
抄
宣
旨

應
改
先
宣
旨
、
以
前
司
任
終
康
和
五
、
當
任
長
治
元
二
嘉
承
元
二
天
仁
元
二
天

永
元
二
并
九
箇
年
返
抄
勘
公
文
事

右
得
能
登
守
髙
階
朝
臣
時
章
今
月
十
七
日
奏
状
�
、
謹
檢
案
内
、
去
年
令
欲
勘
濟

公
文
之
處
、
前
司
守
藤
原
朝
臣
基
兼
任
中
卒
去
之
間
、
任
終
年
返
抄
不
能
尋
得
。

仍
可
用
當
任
返
抄
之
由
、
申
請
之
處
、
今
月
六
日
依
請
被
下

宣
旨
。
随
即
依
先

例
、
去
年
済
物
等
令
弁
済
之
處
、
尚
稱
前
司
任
終
未
済
之
由
、
敢
不
放
返
抄
者
、

如
夲
請
加
前
司
任
終
欲
勘
済
公
文
。
望
請
天
裁
、
�
准
先
例
、
被
裁
許
者
、
将
省

勘
済
公
文
之
煩
者
。
權
右
中
辨
藤
原
朝
臣
實
行
傅
宣
、
權
中
納
言
藤
原
朝
臣
宗
忠

宣
、
奉

勅
、
改
先
宣
旨
、
依
請
者
。

天
永
四
年
正
月
廿
六
日

左
大
史
小
槻
宿
祢
〈
奉
〉

少
録
大
江
貞
康
申
〈
天
永
四
年
／
正
月
廿
七
日
〉

朝
野
群
載
第
廿
六

◎
奥
書〈

本
云
〉一

校
了
（
花
押
）
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註
釈
編

㉓
国
司
申
交
替
使
解
文
書
様

申
交
替
使

�其
國
司
解

申
請

�官
裁
事

請
�特
蒙

官
裁
、
被
下
遣
檢
交
替
使
實
録
官
物
状

右
謹
檢
案
内
、
前
司
從
五
位
下
守

�其
�臣
�
�姓
�名
	卒
去
已

了
。
��
茲
新
司
着
任
之
後
、

任
式
條
欲
始
行

�交
替
務
之
處
、
無
人
分
附
不
能
受
領
。
望
請

官
裁
。
被
下
遣
朝

使
、
令
檢
交
替
之
務
、
将
致
受
領
之
勤
。

仍
�勒
事
状
、
謹
請

官
裁
。
�謹
解
。

年

月
�日

【
校
訂
註
】

�

其
…
「
某
」（
大
）

�

官
…
闕
字
せ
ず
（
大
）

�

特
…
「
殊
」（
伴
・
大
）

�

其
…
「
某
」（
伴
・
大
）

�

臣
…
「
臣
」〔
上
に
「
朝
」
を
朱
補
、「
官
」
と
朱
傍
書
〕（
伴
）、「
朝
臣
」

（
大
）

�

姓
…
「
始
」（
底
・
紅
・
東
）、「
始
」〔「
姓
歟
」
と
傍
書
〕（
葉
）、「
始
」

〔「
姓
」
と
傍
訂
〕（
伴
）

�

姓
名
…
細
字
と
す
（
大
）

�

名
…
抹
消
符
あ
り
（
伴
）

	

卒
…
下
に
「
名
」〔
抹
消
〕
あ
り
（
葉
）




了
…
「
々
」〔「
畢
」
と
傍
書
〕（
伴
）、「
畢
」（
大
）

�

�
…
「
目
」（
東
）

�

交
…
「
吏
」〔「
交
」
と
傍
訂
〕（
伴
）



仍
…
「
依
」（
伴
・
大
）

�

勒
…
「
勤
」（
底
・
東
）

�

謹
…
「
許
」（
底
・
葉
）

�

日
…
下
に
細
字
で
「
同
」（
東
）

【
書
き
下
し
】

�交
替
使
を
申
す

其
の
国
司
解
し

申
し
請
ふ

官
裁
の
事

特
に

官
裁
を
蒙
り
、
検
交
替
使
を
下
し
遣
は
さ
れ

�官
物
を
実
録
す
る
こ

と
を
請
ふ
状

右
謹
み
て
案
内
を
検
ず
る
に
、
前
司

�従
五
位
下
守
其
臣
姓
名
卒
去
す
る
こ
と
已
に

了
ぬ
。
茲
に
因
り
新
司
着
任
の
後
、

�式
条
に
任
せ
交
替
の
務
を
始
め
行
は
む
と
欲

す
る
の
処
、

�人
の
分
付
す
る
無
く
受
領
す
る
こ
と
能
は
ず
。
望
み
請
ふ
ら
く
は

官
裁
を
。

�朝
使
を
下
し
遣
は
さ
れ
、
交
替
の
務
を
検
ぜ
し
め
、
将
に
受
領
の
勤
を

致
さ
む
と
す
。
仍
て
事
状
を
勒
し
、
謹
み
て

官
裁
を
請
ふ
。
謹
み
て
解
す
。

年

月

日

【
註
】

�

交
替
使

国
司
が
任
期
中
に
死
亡
す
る
な
ど
し
て
新
任
国
司
と
前
任
国
司
の

間
で
分
付
受
領
が
行
え
な
い
場
合
に
、
新
任
国
司
が
任
命
後
に
太
政
官
に
申

請
し
派
遣
さ
れ
る
臨
時
官
の
こ
と
。
事
書
の
検
交
替
使
も
同
じ
。
一
般
に
使

と
主
典
か
ら
構
成
さ
れ
た
。【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】
参
照
。

�

官
物
を
…
る
こ
と

検
交
替
使
が
、
前
司
に
代
わ
っ
て
留
国
官
物
を
記
録
し
、

検
交
替
使
帳
（
交
替
帳
、
検
交
替
使
実
録
帳
な
ど
と
も
い
う
）
を
作
成
す
る

こ
と
を
指
す
。【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】
参
照
。

114



�

従
五
位
下
守

官
位
相
当
で
は
国
司
の
守
が
従
五
位
下
で
あ
る
の
は
上
国
。

�

式
条

国
司
交
替
に
つ
い
て
の
交
替
式
の
条
文
の
こ
と
か
。『
延
喜
交
替

式
』
で
は
、
国
司
交
替
に
つ
い
て
の
直
接
の
規
定
が
１０
・
１２
・
１３
条
に
あ
り
、

一
二
〇
日
以
内
に
交
替
を
終
え
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。

�

人
の
分
…
能
は
ず

前
任
国
司
が
死
去
し
た
た
め
に
、
前
任
国
司
に
よ
る
分

付
と
新
任
国
司
の
受
領
と
い
う
交
替
業
務
を
行
え
な
い
こ
と
。

�

朝
使

朝
使
は
一
般
に
、
朝
廷
か
ら
派
遣
さ
れ
る
使
者
の
こ
と
。
こ
こ
で
は

検
交
替
使
の
こ
と
。
検
交
替
使
は
『
三
代
格
』
巻
十
二
・
天
長
二
年
（
八
二

五
）
五
月
十
日
太
政
官
符
で
詔
使
の
例
に
準
じ
て
扱
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま

た
、
摂
関
期
以
降
「
詔
使
」
は
基
本
的
に
検
交
替
使
を
指
す
こ
と
と
な
っ
た

と
さ
れ
る
。

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】

国
司
の
交
替
で
は
、
新
任
国
司
（
以
下
「
新
司
」）
が
現
地
に
赴
任
し
た
上
で
、

前
任
国
司
（
以
下
「
前
司
」）
が
書
類
な
ど
を
新
司
に
渡
し
（
分
付
）、
そ
れ
を
新

司
が
受
け
取
る
（
受
領
）
手
続
き
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
新
司
が
前
司
に
過
失
が

な
い
か
を
確
認
し
、
過
失
が
な
け
れ
ば
解
由
状
、
過
失
が
あ
れ
ば
不
与
解
由
状
を

発
給
す
る
交
替
政
が
行
わ
れ
た
（
解
由
状
に
つ
い
て
は
�
〜
�
文
書
参
照
）。
そ

れ
を
前
提
と
し
て
、
前
司
が
死
去
し
た
の
ち
に
赴
任
し
た
新
司
が
、
前
司
が
死
亡

し
て
い
て
分
付
・
受
領
の
交
替
手
続
き
を
行
え
な
い
た
め
に
中
央
か
ら
の
検
交
替

使
の
派
遣
を
申
請
す
る
文
書
の
書
式
を
示
し
た
の
が
本
文
書
で
あ
る
。

史
料
上
、
検
交
替
使
の
初
見
と
さ
れ
る
の
は
『
三
代
格
』
巻
十
二
・
天
長
二
年

（
八
二
五
）
五
月
十
日
太
政
官
符
で
あ
る
。
し
か
し
、「
越
中
国
官
倉
納
穀
交
替

（
マ
マ
）

帳
」
に
み
え
る
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
時
点
の
采
女
佐
正
八
位
上
多
治
真
人
真
成

ら
に
つ
い
て
も
、
吉
岡
眞
之
氏
・
佐
々
木
恵
介
氏
な
ど
は
検
交
替
使
の
実
例
と
し

て
扱
っ
て
よ
い
と
す
る
た
め
、
そ
の
場
合
に
は
初
例
は
遡
る
こ
と
に
な
る
（
史
料

上
に
み
え
る
検
交
替
使
に
つ
い
て
は
【
表
】
参
照
）。

本
文
書
で
は
、
新
司
が
着
任
後
に
交
替
手
続
き
を
行
え
な
い
こ
と
を
理
由
に
検

交
替
使
派
遣
を
申
請
し
て
い
る
が
、
や
り
と
り
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
理
由
で

天
暦
七
年
（
九
五
三
）
六
月
十
三
日
宣
旨
（
�
文
書
）
で
在
京
の
間
に
新
司
が
派

遣
申
請
を
行
う
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
。

申
請
を
受
け
た
太
政
官
で
は
所
定
の
手
続
き
で
検
交
替
使
が
選
任
さ
れ
、
大
臣

が
使
を
、
大
弁
が
主
典
を
選
定
す
る
。
壬
生
本
『
西
宮
記
』
に
み
え
る
手
続
き
に

つ
い
て
は
神
戸
航
介
氏
の
整
理
が
あ
り
、
八
・
九
世
紀
の
朝
使
派
遣
に
遡
る
要
素

が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
ま
た
神
戸
氏
は
検
交
替
使
の
人
選
に
恣
意
が
介
入

し
て
い
た
こ
と
、
弾
正
台
の
官
人
を
任
用
す
る
際
に
特
殊
な
手
続
き
が
あ
っ
た
こ

と
を
述
べ
る
。

検
交
替
使
は
現
地
に
て
、
前
司
同
任
国
司
と
と
も
に
留
国
官
物
を
調
査
・
確
認

し
、
検
交
替
使
帳
と
い
わ
れ
る
文
書
を
ま
と
め
た
。
こ
の
検
交
替
使
帳
は
延
喜
交

替
式
４７
条
に
も
不
与
解
由
状
・
令
任
用
分
付
実
録
帳
な
ど
と
並
べ
て
記
さ
れ
、

「
欠
失
細
由
」
を
記
す
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
十
三
世
紀
と
時
代
は

下
る
も
の
の
「
筑
後
国
検
交
替
使
実
録
帳
」
と
さ
れ
る
文
書
に
は
検
交
替
使
と
前

司
同
任
国
司
の
署
名
が
み
え
、
吉
岡
氏
に
よ
り
詳
細
な
検
討
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

神
戸
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
な
検
交
替
使
の
新
司
に
よ
る
人
選
の
恣
意
性
に
加
え
、

発
遣
か
ら
復
命
ま
で
長
期
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
、『
別
聚
』
承
平
七
年
（
九

三
七
）
九
月
八
日
宣
旨
に
は
検
交
替
使
の
赴
任
の
程
限
が
定
め
ら
れ
た
こ
と
が
み

え
る
が
、
実
際
に
は
効
果
は
薄
か
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
後
は
『
西
宮
記
』
に
み
え
る
よ
う
に
、
天
徳
四
年
（
九
六
〇
）
ま
で
に
は
、

検
交
替
使
を
派
遣
せ
ず
、
新
司
と
任
用
国
司
の
間
で
分
付
を
行
う
令
任
用
分
付
方

式
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
令
任
用
分
付
方
式
で
は
、
令
任
用
分
付
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実
録
帳
と
い
う
帳
簿
が
作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
通
し
て
中
央
に
よ
る
統
制
が

行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
書
式
を
示
す
本
文
書
が
『
群
載
』
に
掲
載
さ
れ
た
理
由
を
見
て
お
き

た
い
。
検
交
替
使
の
派
遣
は
十
一
世
紀
以
降
に
も
み
ら
れ
る
の
で
【
表
】、
全
て

が
令
任
用
分
付
方
式
に
変
化
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
�
文
書
の
規
定
通
り
に
運

用
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
在
京
時
に
申
請
が
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

し
か
し
、
�
文
書
も
本
文
書
と
同
様
に
、
国
司
が
着
任
後
交
替
業
務
を
行
お
う
と

し
て
も
、
分
付
す
べ
き
人
が
い
な
い
こ
と
を
理
由
に
検
交
替
使
の
派
遣
を
申
請
し

た
も
の
で
あ
る
。
�
文
書
は
、
単
に
不
在
を
理
由
と
し
て
い
る
た
め
、
死
去
に
よ

る
も
の
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
検
交
替
使
の
発
遣
に
つ
い
て
、「
因
二

准
先

例
一

」
し
て
行
う
こ
と
を
要
求
し
、
発
遣
を
「
前
吏
卒
去
之
国
、
申
二

請
詔
使
一

之

例
、
古
今
已
存
、
不
レ

遑
二

毛
挙
一

」
と
す
る
こ
と
か
ら
、（
文
飾
が
あ
っ
た
と
し
て

も
）
多
く
の
先
例
が
意
識
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
検
交
替
使
が
発
遣
さ
れ
て
い
た
時
代

の
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
�
文
書
が
十
一
世
紀
初
頭
か
ら
前
半
の
も
の
（
�
文

書
註
�
参
照
）
だ
と
す
る
と
、
本
文
書
は
先
例
な
ど
を
根
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
も
比
較
的
古
い
時
代
の
文
例
だ
っ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
本
文
書
と
�
文
書
と
は
国
司
不
在
と
い
う
点
で
共
通
す
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
と
も
に
『
群
載
』
に
収
録
さ
れ
た
の
は
、
�
〜
�
文
書
の
解
由
と
同
様
に
、
一

つ
の
政
務
手
続
き
に
つ
い
て
、
実
態
の
如
何
に
関
係
な
く
一
連
の
文
書
を
集
め
よ

う
と
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。

【
関
連
史
料
】

「
越
中
国
官
倉
納
穀
交
替
帳
」（
石
山
寺
資
料
叢
書
〈
史
料
編
第
一
〉、
平‐

二
〇

四
）

【
参
考
文
献
】

吉
岡
眞
之
「
検
交
替
使
帳
の
基
礎
的
考
察
」（『
古
代
文
献
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
四
、
初
出
一
九
七
五
）、
佐
々
木
恵
介
「
摂
関
期
に
お
け
る
国

司
交
替
制
度
の
一
側
面
」（『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

八
、
初
出
一
九
八
九
）、
神
戸
航
介
「
平
安
時
代
の
検
交
替
使
と
朝
使
」（『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
一
八
、
二
〇
一
九
）、
橋
本
剛
「
古
代
日
本
に

お
け
る
地
方
行
政
監
察
使
の
特
質
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
八
三
、
二
〇
二
〇
）

（
西
本

哲
也
）

㉔
申
交
替
使
文

申
交
替
使
文
〈
申

�一
上
奏
〉

無
續
文

天
暦
七

�ー
六
月
十
三
日
�宣
旨
云
、
前
司
卒
去
之
�国
、
待
後
司
之
申
請
、
有
遣

檢
交
替
使
。
而
申
請
之
間
、
早
晩
任

	意
、

所
請
只
在
前
司
同
任
。
空
送
年
月
、

如
�忘
朝
憲
。
官
物
依
其
�暗
減
、
公
損
為
之
自
成
。
�論
�政
途
、
理
不
可
然
。
宜
准

申
不

�動
倉
�鈎
匙
之
例
、
拜
除
之
後
、
在
京
之
�日
、
�令
言
上
定
遣
詔
使
。
�自
今
�以

後
、

�立
為
恒
例
者
。

【
校
訂
註
】

�

一
上
…
「
下
一
」（
紅
）、「
下
上
」〔
下
を
「
一
」
と
傍
訂
し
、「
下
一
」
と

朱
傍
書
〕（
伴
）

�

ー
…
「
年
」（
紅
・
伴
・
大
）

�

宣
…
闕
字
せ
ず
（
紅
・
東
・
伴
）

�

国
…
「
国
」〔「
國
」
と
傍
書
〕（
伴
）、「
間
」（
大
）

	

意
…
「
竟
」（
東
）




所
…
「
前
」〔「
所
」
と
朱
傍
書
〕（
伴
）
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【
表
】
史
料
上
に
見
え
る
検
交
替
使

備
考

天
慶
２
年
交
替
使
の
返
事
か

康
保
４
年
１２月

１
日
宣
旨

病
で
派
遣
さ
れ
ず

候
補
と
な
っ
た
の
み

服
喪
で
交
替

代
官

先
例
の
参
照
（「
伊
予
国
使
」
の

た
め
の
先
例
）

※
佐
々
木
恵
介
１９８９、

橋
本
剛
２０２０に

よ
り
作
成
。
／
※
は
史
料
上
の
日
付

出
典

越
中
国
官
倉
納
穀
交
替
帳

越
中
国
官
倉
納
穀
交
替
帳

『
符
宣
抄
』
第
六

『
世
紀
』

『
世
紀
』

『
世
紀
』

『
世
紀
』

『
符
宣
抄
』
第
八

『
符
宣
抄
』
第
八

〃〃『
世
紀
』

『
北
山
抄
』
巻
十

『
北
山
抄
』
巻
十

上
野
国
交
替
実
録
帳

�
文
書

『
小
右
記
』

『
小
右
記
』

『
小
右
記
』

『
小
右
記
』

『
小
右
記
』

『
左
経
記
』

『
小
右
記
』

〃〃『
小
右
記
』

筑
後
国
検
交
替
使
実
録
帳

主
典
阿
保
朝
臣
氏
丸

讃
岐
公
棟
公

秦
繁
覧

赤
染
時
用

園
五
種

桜
部
嘉
種

依
智
秦
時
頼

穂
積
保
正

磯
部
宿
�
光
頼

伴
朝
臣
俊
通

茂
親

上
野
宿
�
為
安

大
初
位
下

正
八
位
上

正
六
位
上

正
六
位
上

正
六
位
上

蔭
孫

蔭
孫

算
生

明
法
生

宮
内
少
録

算
生

中
務
少
録

大
舎
人
属

算
生

明
法
生

内
膳
属

長
官

多
治
真
人
真
成

紀
朝
臣
永
成

清
原
連
藤

藤
原
定
遠

藤
原
□
遠

藤
原
有
行

藤
原
守
正

藤
原
師
資

小
槻
忠
臣

平
永
光

中
原
朝
臣
共
光

行
明

藤
原
実
国

橘
行
俊

政
孝

賀
茂
為
政

之
清

惟
宗
為
氏

正
八
位
上

正
八
位
上

正
六
位
上

従
五
位
下

采
女
佐（
佑
）

刑
部
少
判
事

文
章
生

弾
正
少
忠

弾
正
少
忠

勘
解
由
判
官

刑
部
少
丞

典
薬
助

主
計
頭

少
判
事

少
判
事

大
学
允

修
理
進

弾
正
忠

大
舎
人
允

東
市
佑

内
膳
典
膳

式
部
丞

兵
部
丞

弾
正
忠

内
膳
典
膳

大
宰
大
監

派
遣
国

越
中

越
中

甲
斐

尾
張

常
陸

常
陸

上
総

和
泉

遠
江

飛
驒

下
野

美
濃

陸
奥

安
芸

上
野

伊
予

常
陸

常
陸

駿
河

駿
河

駿
河

常
陸

‐‐‐長
門

筑
後

大
同
２
年
（
８０７）

大
同
３
年
（
８０８）

延
喜
２１年

（
９２１）

９
月
７
日

天
慶
元
年
（
９３８）

８
月
１３日

天
慶
２
年
（
９３９）

６
月
４
日

天
慶
４
年
（
９４１）

１２月
４
日

天
慶
５
年
（
９４２）

５
月
７
日

天
暦
６
年
（
９５２）

か
康
保
元
年
（
９６４）

１０月
１４日

〃〃正
暦
元
年
（
９９０）

正
暦
年
間
（
９９０～

９９５）
長
保
年
間
（
９９９～

１００４）
１１世

紀
初
頭

治
安
２
年
（
１０２２）

１０月
２８日

治
安
３
年
（
１０２３）

１１月
２３日

治
安
３
年
（
１０２３）

１１月
２５日

万
寿
元
年
（
１０２４）

１１月
２
日

万
寿
２
年
（
１０２５）

９
月
２４日

〃長
元
元
年
（
１０２８）

１２月
２６日

長
元
２
年
（
１０２９）

８
月
１０日

※

〃〃長
元
５
年
（
１０３２）

１２月
２４日

仁
治
２
年
（
１２４１）

６
月
１
日
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�

忘
…
「
忌
」〔「
忘
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

暗
…
「
睹
」〔「
暗
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

自
…
欠
（
紅
）、「
与
」（
東
）

�

論
…
「
論
」〔
下
に
「
之
」
を
補
〕（
伴
）、「
論
之
」（
大
）

�

政
…
「
改
」〔「
政
」
と
傍
訂
〕（
伴
）

�

動
…
「
勤
」〔「
動
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

鈎
匙
…
「
餉
起
」（
紅
・
東
）、「
餉
起
」〔「
鈎
匙
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

日
…
「
曰
」〔「
日
」
と
朱
傍
書
〕（
伴
）

	

令
…
「
早
令
」（
大
）




自
今
…
「
自
三
」（
紅
）、「
自
」〔
上
に
「
以
」
を
補
う
も
抹
消
。
下
に

「
今
」
を
補
〕（
伴
）

�

以
…
脱
（
紅
）、「
王
」〔「
以
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

立
…
欠
（
底
）

補
註『

別
聚
』
所
引
天
暦
七
年
（
九
五
三
）
六
月
十
三
日
宣
旨
は
本
文
書
と
同
内
容

の
宣
旨
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
引
用
し
て
お
く
。
テ
キ
ス
ト
は
新
訂
増
補
国
史
大

系
本
を
も
と
に
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
「
符
宣
抄
別
本
」（
資
料
番
号：

H

―63

―542

）
で
補
訂
し
た
（
画
像
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
れ
き
は
く
公
開
の
も
の
を

参
照
。
字
体
は
常
用
字
体
に
統
一
し
た
）。

右

〔
去
ヵ
〕

左
大
弁
大
江
朝
臣
朝
綱
伝
宣
、
左
大
臣
宣
、
奉

勅
、
前
司
卒
□
之
国
、

待
後
司
之
申
請
、
有
遣
検
交
替
使
。
而
申
請
之
間
、
早
晩
任
意
、
所
請
只

在
前
司
同
任
。
空
延
年
月
、
如
忘
朝
憲
。
官
物
依
其
暗
減
、
公
損
為
之
自

成
。
論
之
政
途
、
理
不
可
然
。
宜
准
申
不
動
倉
鈎
匙
之
例
、
拝
除
之
後
、

在
京
之
日
、
令
言
上
定
遣
詔
使
。
自
今
以
後
、
立
為
恒
例
者
。

天�延
暦
七
年
六
月
十
三
日
大
史
阿
蘇
宿
祢
広
遠
奉

ま
た
、
同
宣
旨
は
『
西
宮
記
』
臨
時
一
（
甲
）（
定
遣
検
交
替
使
事
）
の
裏
書

（『
神
道
大
系
』）
に
も
み
え
る
。

天
暦
七
年
六
月
二
日
庚
戌
、
依
左
閤
伝
、
令
諸
卿
定
申
。
不
待
国
司
申
請
、

可
差
遣
交
替
使
事
、
下
官
又
仰
、
定
申
遠
江
交
替
使
忠
度
申
文
。
同
十
三

日
、
宣
旨
�
、
前
司
卒
去
之
国
、
待
後
司
申
請
、
有
遣
検
交
替
使
。
而
申

請
之
間
、
早
晩
任
意
、
所
請
只
在
前
司
同
任
。
空
延
年
月
、
如
忘
朝
憲
。

官
物
依
其
暗
減
、
公
損
為
之
自
成
。
論
之
政
途
、
理
不
可
然
。
宜
准
申
不

動
倉
鈎
匙
之
例
、
拝
除
之
後
、
在
京
之
日
、
早
令
言
上
定
遣
詔
使
。
自
今

以
後
、
立
為
恒
例
。〈
左
大
弁
朝
綱
、
史
阿
蘇
広
遠
、〉

右
の
二
史
料
を
参
考
に
し
つ
つ
、『
群
載
』
諸
写
本
の
文
言
を
重
視
す
る
方
針

で
校
訂
案
は
作
成
し
た
。
な
お
、『
北
山
抄
』
巻
十
・
吏
途
指
南
（
前
司
卒
去
国

申
停
交
替
使
事
）
に
も
本
文
書
に
関
わ
る
記
述
が
み
え
る
。

【
書
き
下
し
】

交
替
使
を
申
す
文
〈

一
上
に
申
し
奏
す
〉

�続
文
無
し

（
九
五
三
）

天
暦
七
ー
六
月
十
三
日

宣
旨
に
云
は
く
、
前
司
卒
去
の
国
、
後
司
の
申
請
を

待
ち
て
、
検
交
替
使
を
遣
は
す
こ
と
有
り
。
而
る
に
申
請
の
間
、
早
晩
意
に
任

せ
て
、
請
ふ
所
只

�前
司
同
任
に
在
り
。
空
し
く
年
月
を
送
り
、
朝
憲
を
忘
る
る

ご
と
し
。
官
物
其
れ
に
依
り
て
暗
減
し
、
公
損
之
が
為
め
自
ら
成
る
。
政
途
を

論
ず
る
に
、
理
然
る
べ
か
ら
ず
。
宜
し
く

�不
動
倉
鈎
匙
を
申
す
の
例
に
准
じ
、

拝
除
の
後
、
在
京
の
日
、
言
上
せ
し
め
て

�詔
使
を
定
め
遣
は
す
べ
し
。
自
今
以

後
、
立
て
て
恒
例
と
為
よ
、
て
へ
り
。

118



【
註
】

�

一
上
に
申
し
奏
す

後
任
国
司
（
以
下
「
後
司
」）
が
検
交
替
使
の
派
遣
を

申
請
す
る
と
、
一
上
に
申
文
が
提
出
さ
れ
天
皇
に
奏
上
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。『
西
宮
記
』
臨
時
一
（
甲
）（
定
交
替
使
事
）
に
「
大
臣
奏
聞
。

〈
有
二

申
文
一。〉」、『
北
山
抄
』
巻
第
七
・
都
省
雑
例
（
申
一
上
雑
事
）
や
『
九

条
年
中
行
事
』
申
一
上
事
に
「
申
請
交
替
使
事
、〈
外
国
、〉」
と
み
え
る
。

�

続
文
無
し

神
戸
航
介
氏
に
よ
る
と
、
後
司
の
検
交
替
使
派
遣
申
請
の
申
文

に
先
例
を
記
し
た
紙
を
継
が
な
い
意
。

�

前
司
同
任

佐
々
木
恵
介
氏
に
よ
る
と
前
司
同
任
の
任
用
国
司
の
こ
と
。

�

不
動
倉
鈎
匙

諸
国
不
動
倉
の
鉤
匙
は
天
平
宝
字
七
年
（
七
六
三
）
以
後
、

朝
廷
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
七
年
三
月

丁
卯
条
な
ど
参
照
）。
国
司
の
交
替
に
際
し
て
は
、
後
司
が
鉤
匙
の
交
付
を

太
政
官
に
申
請
し
、
不
動
倉
の
開
検
を
行
っ
て
い
た
（
延
喜
交
替
式
６５
条
、

『
三
代
格
』
巻
八
・
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
五
月
十
三
日
太
政
官
符
）。
巻
二

十
二
�
文
書
は
後
司
の
解
の
具
体
例
で
あ
る
。
そ
の
後
補
部
分
に
は
「
案
之
、

拝
任
受
領
之
吏
、
在
前
申
請
文
也
。
付
官
申
納
言
。」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

後
司
は
「
在
前
」（
在
京
時
の
意
味
か
）
に
申
請
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
れ
が
検
交
替
使
の
派
遣
申
請
時
に
も
適
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
北
山
抄
』
巻
第
七
・
都
省
雑
例
（
申
大
中
納
言
雑
事
）
の
「
申
請
不
動
鉤

匙
事
」
に
「
或
記
云
、
前
司
卒
去
国
、
申
二

定
交
替
使
一

之
後
令
レ

申
者
。」
と

み
え
る
の
も
参
考
に
な
る
。

�

詔
使

こ
こ
で
は
検
交
替
使
の
こ
と
。
同
使
は
詔
使
の
一
つ
で
あ
る
（『
三

代
格
』
巻
十
二
・
天
長
二
年
（
八
二
五
）
五
月
十
日
太
政
官
符
）。

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】

新
訂
増
補
国
史
大
系
本
『
群
載
』
で
は
本
文
書
（
�
）
及
び
�
文
書
を
「
申
交

替
使
文
」
と
し
て
一
括
す
る
が
、
�
文
書
は
令
任
用
分
付
方
式
（
詳
細
は
�
文
書

の
【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】
を
参
照
）
の
申
請
に
関
わ
る
解
文
の
様
式
で
あ

り
、「
申
交
替
使
文
」
に
含
む
の
は
正
し
く
な
い
。
ま
た
、
本
文
書
の
内
容
は
検

交
替
使
の
派
遣
申
請
期
日
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
て
、「
申
交
替
使
文
」、
す
な
わ

ち
後
司
が
検
交
替
使
の
派
遣
を
申
請
す
る
文
書
の
様
式
と
し
て
は
、
本
文
書
よ
り

	
文
書
の
方
が
相
応
し
い
。
葉
室
本
で
は
	
・
�
文
書
の
冒
頭
に
合
点
を
付
す
一

方
、
�
文
書
冒
頭
に
合
点
を
付
し
て
お
ら
ず
、
	
・
�
文
書
が
一
体
の
内
容
の
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
東
山
本
が
合
点
を
、
伴
本
が

「


」
を
	
〜
�
文
書
の
冒
頭
に
記
す
よ
う
に
、
三
文
書
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
史

料
と
捉
え
る
理
解
も
可
能
で
あ
る
。
本
稿
で
は
後
者
の
理
解
に
従
い
�
・
�
文
書

を
そ
れ
ぞ
れ
独
立
の
文
書
と
し
て
扱
っ
た
。

検
交
替
使
と
は
前
任
国
司
（
以
下
「
前
司
」）（
受
領
）
が
死
亡
し
た
際
に
、
後

司
の
申
請
を
受
け
て
朝
廷
よ
り
派
遣
さ
れ
る
詔
使
の
こ
と
を
い
う
（
	
文
書
の

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】
を
参
照
）。『
西
宮
記
』
裏
書
（
前
掲
﹇
補
註
﹈）
に

よ
る
と
、
天
暦
七
年
（
九
五
三
）
六
月
二
日
、
後
司
の
申
請
を
待
た
ず
に
検
交
替

使
を
派
遣
す
る
こ
と
に
つ
い
て
諸
卿
が
議
論
し
、
同
月
十
三
日
に
本
文
書
と
同
内

容
の
宣
旨
が
出
さ
れ
た
と
い
う
。
本
文
書
は
、
検
交
替
使
が
前
司
卒
去
の
国
の
後

司
の
申
請
に
よ
り
派
遣
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
後
司
が
前
司
同
任

（
前
司
任
用
国
司
）
と
の
交
替
を
申
請
す
る
た
め
、
官
物
の
損
耗
な
ど
が
生
じ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
国
司
任
命
後
は
在
京
の
間
に
す
み
や
か
に
申
文
を
提
出
し
、

詔
使
（
検
交
替
使
）
を
派
遣
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

橋
本
剛
氏
は
国
司
交
替
監
察
制
度
の
整
備
と
い
う
点
か
ら
、
本
文
書
を
検
交
替

使
が
十
世
紀
半
ば
に
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
一
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方
、
諸
研
究
に
お
い
て
本
宣
旨
の
実
効
性
は
疑
問
視
さ
れ
て
お
り
、
検
交
替
使
の

派
遣
よ
り
も
令
任
用
分
付
方
式
に
よ
る
交
替
が
主
流
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

【
関
連
史
料
】

『
別
聚
』
天
暦
七
年
六
月
十
三
日
宣
旨
、『
西
宮
記
』
臨
時
一
（
甲
）（
定
遣
検
交

替
使
事
）
の
裏
書

【
参
考
文
献
】

吉
岡
眞
之
「
検
交
替
使
帳
の
基
礎
的
考
察
」（『
古
代
文
献
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
四
、
初
出
一
九
七
五
）、
福
井
俊
彦
『
交
替
式
の
研
究
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
八
）、
佐
々
木
恵
介
「
摂
関
期
に
お
け
る
国
司
交
替
制
度
の
一

側
面
」（『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
、
初
出
一
九
八

九
）、
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料

延
喜
式

中
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
七
）、

佐
藤
信
監
修
・
朝
野
群
載
研
究
会
編
『
朝
野
群
載

巻
二
十
二

校
訂
と
註
釈
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
五
）、
神
戸
航
介
「
平
安
時
代
の
検
交
替
使
と
朝
使
」

（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
一
八
、
二
〇
一
九
）、
橋
本
剛
「
古
代

日
本
に
お
け
る
地
方
行
政
監
察
使
の
特
質
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
八
三
、
二
〇
二

〇
）

（
杉
田

建
斗
）

㉕
申
前
司
同
任
国
司
解
文

申
前
司
同
任
国
司
解
文

令
停
遣
檢
交
替
使
、
任
前

�前
司
守
�臣
�姓
名
受
領
定
数
、
令
前
司
同
任
分
付
受
領
、

合
�官

物
若
干
数
状

【
校
訂
註
】

�

前
…
「
々
」（
紅
・
東
・
伴
・
大
）

�

臣
…
「
臣
」〔
上
に
「
某
朝
」
を
朱
補
。「
臣
」
と
傍
書
し
、
そ
こ
に
「
官
」

と
朱
傍
書
〕（
伴
）、「
某
朝
臣
」（
大
）

�

姓
名
…
「
姓
名
」〔
抹
消
符
あ
り
〕（
伴
）、
細
字
と
す
（
大
）

�

官
…
「
宮
」（
伴
）

【
書
き
下
し
】

前
司
同
任
を
申
す
国
司
の
解
文

検
交
替
使
を
遣
は
す
を
停
め
し
め
、
前
前
司
守
臣
姓
名
の
受
領
定
数
に
任
せ
て
、

前
司
同
任
を
し
て
合
は
せ
て
官
物
若
干
数
を
分
付
受
領
せ
し
む
る
状

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】

前
司
（
受
領
）
が
死
亡
し
た
場
合
、
後
司
の
申
請
を
受
け
て
検
交
替
使
が
派
遣

さ
れ
交
替
を
行
う
や
り
方
と
、
本
文
書
が
示
す
よ
う
に
検
交
替
使
を
派
遣
せ
ず
、

前
司
が
前
々
司
よ
り
受
領
し
た
定
数
を
も
と
に
、
前
司
同
任
（
前
司
任
用
国
司
）

と
後
司
と
の
間
で
分
付
受
領
を
行
う
や
り
方
と
が
あ
っ
た
。
後
者
は
佐
々
木
恵
介

氏
に
よ
り
「
令
任
用
分
付
方
式
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
太
政
官
符

に
よ
り
実
施
が
命
じ
ら
れ
た
後
、
官
物
な
ど
の
無
実
・
有
実
を
ま
と
め
た
令
任
用

分
付
実
録
帳
を
作
成
し
、
前
司
同
任
と
後
司
と
の
間
で
交
替
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

同
帳
は
朝
廷
に
提
出
さ
れ
勘
解
由
使
の
勘
を
受
け
た
（
延
喜
勘
解
由
式
１
状
帳

条
・
２
奏
式
条
な
ど
を
参
照
）。

【
参
考
文
献
】

菊
地
礼
子
「
令
任
用
分
付
実
録
帳
と
交
替
実
録
帳
」（『
古
代
文
化
』
二
七‐

四
、
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一
九
七
五
）、
吉
岡
眞
之
「
検
交
替
使
帳
の
基
礎
的
考
察
」（『
古
代
文
献
の
基
礎

的
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
、
初
出
一
九
七
五
）、
佐
々
木
恵
介
「
摂
関

期
に
お
け
る
国
司
交
替
制
度
の
一
側
面
」（『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
一
八
、
初
出
一
九
八
九
）、
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料

延
喜

式

下
』（
集
英
社
、
二
〇
一
七
）

（
杉
田

建
斗
）

㉖
陸
奥
守
藤
原
朝
元
為
勤
交
替
申
前
司
文

為
勤
交
替
申
前
司

従
四
位
下
行
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
朝
元
誠
惶
誠
恐
謹
言

�請
被
殊
蒙

天
裁
、
下
遣
前
司
守
従
四
位
上
平
朝
臣
孝
義
、
令
勤
仕
�交
替
政
状

右
朝
元
、

�謹
檢
案
内
、
交
替
之
政
、
前
吏
為
夲
。
分
付
官
物
、
�文
書
為
先
。
朝
元

正
月
廿
四
日
拜
任
、
七
月
十
四
日
首
途
。
孝
義
朝

�臣
同
月
廿
六
日
參
洛
�已
�了
。
朝

元
早

�随
着
任
、
相
會
誰
人
、
檢
知
官
物
、
沙
汰
公
	文
。
望
請

天
裁
。
被
下
遣
孝

義
朝

�臣
、
令
勤
仕
交
替
政
。
将
令
�分
付
官
物
。
朝
元
誠
�ー
ー
ー
ー
ー
。

長
元
二
年
八
月
二
日
従
四
位

�上
行
陸
奥
�守
藤
原
朝
臣
�朝
元

【
校
訂
註
】

�

請
…
「
諸
」〔「
請
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

交
…
欠
（
紅
）

�

謹
…
欠
（
底
）、「
斗
」〔「
謹
」
と
傍
書
〕（
葉
）、「
斗
」（
紅
）、「
年
」（
東
）、

「
斗
」〔「
謹
」
と
朱
傍
訂
〕（
伴
）

�

文
…
「
之
」（
底
・
葉
）、「
父
」〔「
文
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

臣
…
脱
（
紅
・
伴
）

�

已
…
「
三
」〔「
已
」
と
傍
訂
〕（
伴
）

�

了
…
「
ノ
」〔「
了
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

随
…
「
駆
」〔「
随
」
と
傍
書
〕（
葉
）、

〔「
随
」
と
傍
書
〕（
伴
）

	

文
…
「
文
」〔
下
に
「
哉
」
を
朱
補
〕（
伴
）、「
文
哉
」（
大
）




天
…
闕
字
せ
ず
（
紅
・
伴
）

�

臣
…
「
卜
」〔「
臣
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

分
…
欠
（
底
）



朝
元
…
欠
（
紅
）

�

ー
ー
ー
ー
ー
…
「
ー
ー
ー
ー
ー
」〔「
惶
誠
恐
謹
言
」
と
重
書
〕（
伴
）、「
惶

誠
恐
謹
言
」（
大
）

�

上
…
「
一
」（
紅
）

�

守
…
脱
（
底
・
葉
・
紅
・
東
）、
脱
〔「
守
」
を
補
〕（
伴
）

�

朝
…
欠
（
底
）、「
朝
」〔「
則
歟
」
と
傍
書
〕（
葉
・
紅
・
東
）

【
書
き
下
し
】交

替
を
勤
め
む
が
た
め
前
司
を
申
す

�従
四
位
下
行
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
朝
元
誠
惶
誠
恐
謹
言
す

殊
に

天
裁
を
蒙
り
、
前
司
守

�従
四
位
上
平
朝
臣
孝
義
を
下
し
遣
は
し
、
交
替

政
を
勤
仕
せ
し
め
ら
れ
む
こ
と
を
請
ふ
状

右
朝
元
、
謹
み
て
案
内
を
検
ず
る
に
、
交
替
の
政
は
、
前
吏
を
本
と
為
す
。
官
物

を
分
付
す
る
は
、
文
書
を
先
と
為
す
。
朝
元
正
月
廿
四
日
拝
任
し
、
七
月
十
四
日

�首
途
す
。
孝
義
朝
臣
同
月
廿
六
日
参
洛
す
る
こ
と
已
に
了
ぬ
。
朝
元
早
く
着
任
に

随
ふ
に
、
誰
人
に
相
会
ひ
、
官
物
を
検
知
し
、
公
文
を
沙
汰
せ
む
や
。
望
み
請
ふ

ら
く
は

天
裁
を
。
孝
義
朝
臣
を
下
し
遣
は
し
、
交
替
政
を
勤
仕
せ
し
め
ら
れ
む

こ
と
を
。
将
に
官
物
を
分
付
せ
し
め
む
と
す
。
朝
元

�誠
ー
ー
ー
ー
ー
。

（
一
〇
二
九
）

長
元
二
年
八
月
二
日
�従
四
位
上
行
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
朝
元
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【
註
】

�

従
四
位
下
行
陸
奥
守
藤
原
朝
臣
朝
元

藤
原
実
方
の
子
で
、
長
元
四
年
（
一

〇
三
一
）
十
月
に
卒
去
（『
分
脈
』）。

�

従
四
位
上
平
朝
臣
孝
義

寛
仁
元
年
（
一
〇
一
七
）
十
月
二
十
日
に
散
位
と

し
て
み
え
る
の
が
史
料
上
の
初
見
で
（『
小
右
記
』
同
日
条
）、
万
寿
元
年

（
一
〇
二
四
）
三
月
二
十
五
日
に
守
と
し
て
陸
奥
国
に
赴
任
す
る
（『
小
記
目

録
』
同
日
条
）。

�

首
途

出
発
。
こ
こ
で
は
任
国
の
陸
奥
に
下
向
す
る
こ
と
。

�

誠
ー
ー
ー
ー
ー

文
書
の
書
留
文
言
で
「
誠
惶
誠
恐
謹
言
」
の
略
。

�

従
四
位
上

こ
こ
は
「
従
四
位
上
」
と
な
っ
て
お
り
、
本
文
書
冒
頭
の
「
従

四
位
下
」
と
食
い
違
っ
て
い
る
。『
分
脈
』
で
は
「
従
四
下
陸
奥
守
」
と
あ

る
の
で
、「
上
」
は
「
下
」
の
誤
り
か
。

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】

交
替
政
と
は
、
前
任
国
司
（
以
下
「
前
司
」）
と
後
任
国
司
（
以
下
「
後
司
」）

と
の
間
で
行
わ
れ
る
分
付
受
領
の
こ
と
。
国
司
の
交
替
は
秩
満
解
任
・
遷
任
・
遭

喪
・
卒
去
な
ど
の
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
際
に
行
わ
れ
た
交
替
政
の
形
が
異

な
る
。
延
喜
交
替
式
１１
条
に
よ
れ
ば
、
前
司
と
後
司
と
の
間
で
分
付
受
領
が
行
わ

れ
る
際
に
は
、
ま
ず
国
衙
保
管
の
各
公
文
と
現
物
と
が
照
合
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
公

文
の
記
載
と
一
致
す
る
場
合
は
後
司
か
ら
前
司
に
解
由
状
が
与
え
ら
れ
た
。
一
致

し
な
い
場
合
は
欠
負
・
未
納
・
破
損
・
犯
用
な
ど
の
問
題
点
を
明
記
し
、
前
後
司

が
と
も
に
署
名
し
て
、
不
与
解
由
状
が
作
成
さ
れ
る
。

し
か
し
、
前
司
が
後
司
か
ら
解
由
状
を
与
え
ら
れ
る
か
不
与
解
由
状
を
与
え
ら

れ
る
か
決
定
す
る
以
前
に
、
旧
任
地
を
離
れ
た
り
、
後
司
の
作
成
し
た
不
与
解
由

状
が
前
司
に
不
利
で
あ
る
と
い
う
理
由
の
た
め
遁
避
し
て
署
名
し
な
か
っ
た
り
す

る
場
合
も
あ
る
。
本
文
書
も
新
し
く
着
任
し
た
陸
奥
守
で
あ
る
藤
原
朝
元
が
交
替

政
を
済
ま
せ
よ
う
と
す
る
が
、
前
司
平
孝
義
が
す
で
に
都
に
戻
っ
て
、
朝
元
が
単

独
で
交
替
政
を
行
え
な
い
の
で
、
孝
義
の
陸
奥
へ
の
下
向
を
請
求
し
た
も
の
で
あ

る
。
本
文
書
は
書
出
と
書
留
文
言
に
「
誠
惶
誠
恐
謹
言
」
が
み
ら
れ
、
書
状
の
形

式
で
あ
る
。

【
関
連
史
料
】

延
喜
交
替
式
１１
条

【
参
考
文
献
】

福
井
俊
彦
『
交
替
式
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
）、
佐
々
木
恵
介
「
摂

関
期
に
お
け
る
国
司
交
替
制
度
の
一
側
面
」（『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
、
初
出
一
九
八
九
）

（
安

洪
贇
）

㉗
国
司
任
先
例
申
交
替
使
解
文
書
様

任
先
例
申
交
替
使

�某
国
司
解

申
請
�官
裁
事

請
殊
蒙

官
裁
、

��
准
先
例
、
給
檢
交
替
使
、
行
交
替
�政
状

右
新
司
守
正
四
位
下
行
某
姓

�名
、
去
某
月
日
拜
任
、
同
年
月
日
着
�任
。
欲
行
交
替
、

無
人
分
付
。
謹
檢
案
内
、
前
吏
卒
去
之
國
、
申
請
詔
使
之
例
、

�古
今
已
�存
、
不
	遑

毛
挙
。
望
請

官
裁
。
被
給
檢
交
替
使
、
将
行
交
替


。
仍
録
事
状
、
謹
解
。

年

月

日

正
六
位
上
行

�目

参
議
正
三
位
左
兵
衛
督
兼
守
藤
原
朝
臣
正
六
位
上
行
掾

正
四
位
下
行
權
守
源
朝
臣
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正
六
位
上
行
介
姓

【
校
訂
註
】

�

某
…
「
其
」〔「
某
」
と
朱
訂
〕（
伴
）

�

官
…
闕
字
す
（
大
）

�

因
…
「
同
」〔「
因
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

政
…
「
使
政
」〔「
使
」
を
抹
消
〕（
伴
）

�

名
…
「
人
」（
底
・
葉
・
紅
・
東
）、「
人
」〔「
名
」
と
朱
傍
訂
〕（
伴
）、

「
名
」（
大
）、
伴
に
よ
り
改
む
。

�

任
…
「
仕
」（
東
）

�

古
…
「
舌
」〔「
古
」
と
朱
傍
書
〕（
伴
）

�

存
…
「
在
」（
紅
）、「
在
」〔「
存
」
と
傍
書
〕（
伴
）

	

遑
…
「
過
」（
紅
）




替
…
「
替
」〔
下
に
「
政
」
を
補
〕（
伴
）、「
替
政
」（
大
）

�

目
…
「
自
」（
紅
・
東
）、「
自
」〔「
目
」
と
朱
訂
〕（
伴
）

【
書
き
下
し
】

先
例
に
任
せ
て
交
替
使
を
申
す

某
国
司
解
し

申
し
請
ふ
官
裁
の
事

殊
に

官
裁
を
蒙
り
、
先
例
に
因
准
し
、
検
交
替
使
を
給
ひ
、
交
替
政
を
行
は

む
こ
と
を
請
ふ
状

右
�新
司
守
正
四
位
下
行
某
姓
名
、
去
る
某
月
日
拝
任
し
、
同
年
月
日
着
任
す
。
交

替
を
行
は
む
と
欲
す
る
に
、
分
付
す
る
に
人
無
し
。
謹
み
て
案
内
を
検
ず
る
に
、

前
吏
卒
去
の
国
、
詔
使
を
申
請
す
る
の
例
、
古
今
已
に
存
し
、
毛
挙
に
遑
あ
ら
ず
。

望
み
請
ふ
ら
く
は

官
裁
を
。
検
交
替
使
を
給
は
れ
、
将
に
交
替
を
行
は
む
と
す
。

仍
て
事
状
を
録
し
、
謹
み
て
解
す
。

年

月

日

正
六
位
上
行
目

�参
議
正
三
位
左
兵
衛
督
兼
守
藤
原
朝
臣
正
六
位
上
行
掾

�正
四
位
下
行
権
守
源
朝
臣

正
六
位
上
行
介
姓

【
註
】

�

新
司
守
正
四
位
下
行
某
姓
名

註
�
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
註
�
参

照
。

�

参
議
正
三
位
左
兵
衛
督
兼
守
藤
原
朝
臣

未
詳
。『
補
任
』
に
よ
れ
ば
官
職

が
一
致
す
る
藤
原
氏
は
以
下
の
四
名
で
あ
る
。
�
藤
原
懐
平
。
寛
弘
三
年

（
一
〇
〇
六
）
正
月
に
伊
予
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
寛
弘
七
年
二
月
十
六
日
に
正

四
位
下
源
頼
定
が
伊
予
権
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
同
日
に
藤
原
懐
平
が
播
磨

権
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
時
の
懐
平
が
左
兵
衛
督
で
は
な
く
右
衛
門

督
で
あ
っ
た
（『
補
任
』）
の
で
、
本
文
書
と
一
致
し
な
い
。

藤
原
経
通
。

万
寿
四
年
（
一
〇
二
七
）
か
ら
長
元
二
年
（
一
〇
二
九
）
ま
で
の
間
に
備
前

守
を
兼
任
し
て
い
た
が
、
そ
の
在
任
中
の
長
元
二
年
に
備
前
守
に
任
じ
ら
れ

た
源
朝
任
が
「
正
四
位
下
」
で
は
な
く
「
従
三
位
」（『
補
任
』）
で
あ
っ
た

の
で
、
本
文
書
と
一
致
し
な
い
。
�
藤
原
公
成
。
長
暦
二
年
（
一
〇
三
八
）

正
月
二
十
九
日
に
近
江
権
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
も
う
一
人
の
権
守
源
隆
国
が
従

二
位
で
あ
り
、
し
か
も
藤
原
公
成
の
補
任
よ
り
二
年
前
に
補
任
さ
れ
た

（『
補
任
』）
の
で
、
本
文
書
と
一
致
し
な
い
。
�
藤
原
経
任
。
永
承
元
年

（
一
〇
四
六
）
二
月
十
一
日
に
備
前
権
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
十
月
二
十
八
日

に
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
（『
補
任
』）、『
二
東
記
』
同
年
四
月
十
四
日
の
記
事

に
も
う
一
人
の
守
で
あ
る
源
定
良
が
見
え
る
が
、
位
階
が
不
明
で
あ
る
。
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�

正
四
位
下
行
権
守
源
朝
臣

註
�
参
照
。

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】

本
文
書
は
、「
前
吏
卒
去
之
国
、
申
請
詔
使
之
例
、
古
今
已
存
、
不
遑
毛
挙
」

と
の
文
言
か
ら
、
�
文
書
と
同
じ
く
、
前
任
国
司
が
死
去
し
て
、
新
し
く
着
任
し

た
後
任
国
司
が
一
人
で
交
替
手
続
き
を
行
え
な
い
た
め
、
中
央
か
ら
の
検
交
替
使

の
派
遣
を
申
請
し
た
文
書
の
書
式
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
が
、
全
く
同
じ
機
能

の
文
書
を
再
び
挙
げ
る
こ
と
が
少
し
不
自
然
で
あ
る
。
本
文
書
に
お
い
て
当
該
人

物
が
確
定
で
き
な
い
た
め
、
文
書
が
作
成
さ
れ
た
時
期
や
当
時
の
具
体
的
な
状
況

が
不
明
で
あ
る
が
、
註
�
で
挙
げ
ら
れ
た
四
つ
の
場
合
、
い
ず
れ
も
前
司
が
卒
去

し
た
こ
と
は
な
い
が
、
�
の
寛
弘
七
年
二
月
十
六
日
に
正
四
位
下
源
頼
定
が
伊
予

権
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
三
月
十
一
日
に
前
守
の
正
四
位
下
佐
伯
公
行
が
出
家
し

た
（『
御
堂
』）
た
め
、「
前
司
不
在
」
と
い
う
状
態
に
も
な
る
。
し
た
が
っ
て
、

�
文
書
と
同
じ
く
前
司
不
在
の
場
合
の
文
書
書
式
で
は
あ
る
が
、
本
文
書
は
前
司

が
卒
去
し
た
た
め
不
在
と
な
っ
た
�
文
書
の
場
合
と
違
っ
て
、
ほ
か
の
理
由
（
例

え
ば
出
家
）
で
前
司
が
不
在
と
な
っ
た
場
合
の
た
め
の
文
書
書
式
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
。
�
文
書
の
【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】
参
照
。

【
参
考
文
献
】

福
井
俊
彦
『
交
替
式
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
）、
佐
々
木
恵
介
「
摂

関
期
に
お
け
る
国
司
交
替
制
度
の
一
側
面
」（『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
八
、
初
出
一
九
八
九
）

（
安

洪
贇
）

㉘
河
内
国
司
以
前
司
同
任
官
人
申
実
録
国
内
官
物
等
解
文

以
前
司
同
任
官
人
申
實
録
國
内
官
物
等

河
内
國
司
解

�申
請

官
裁
�事

�宣
旨
云
依
請

請
�
准
前
例
、
不
給

�檢
交
替
使
、
任
前
司
從
五
位
下
菅
原
朝
臣
�某
受
領
定
数
、

以
前
司
同
任
官
人
、
實
錄
國
内
官
物
状

右
�
檢
案
内
、
前
司
從
四
位
上
善
滋
朝
臣
為
政
、
不
勤
交
替
。
左
右

�遁
避
、
其
身

既
卒
、

�無
人
�分
付
。
	�
任
先
例
、
申
請

檢
交
替
使
。
而
此
國
凋
弊
難
治
第
�一
也
。

檢
交
替
使
下
向
之
時
、
供
給
雜
事
、
觸
事
多
煩
。
以
前
司

�同
任
實
録
官
物
、
前
例

多
存
。
望
請

官
裁
。
�
准
先
例
、
不
給
件
使
、
以
前
司
同
任
官
人
、
実
録
國
内

官
物
、
将
省
部
内
之
煩
。
仍
注
事

状
、
謹
請

官
裁
。
謹
解
。

長
久
四
年
七
月
八
日

�目
�闕

�從
四
位
上
行
守
藤
原
�朝
臣

正
六
位
上
行
大
�掾
大
中
臣
朝
臣

【
校
訂
註
】

�

申
…
闕
字
せ
ず
（
伴
）

�

事
…
脱
〔「
事
」
を
補
〕（
伴
）

�

宣
旨
云
依
請
…
「
下

宣
旨
云
依
請
」
を
抹
消
し
て
「
以
下
无
」
と
傍
書

（
伴
）、
細
字
と
す
（
大
）

�

檢
…
「
校
」〔「
檢
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

某
…
細
字
と
す
（
紅
・
東
・
伴
・
大
）

�

遁
…
「

」〔「
遁
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

無
…
「
元
」〔「
无
〕
と
傍
書
〕（
伴
）、「
无
」（
大
）

�

分
…
「
文
」〔「
分
」
と
傍
書
〕（
伴
）

	

�
…
「
順
」〔「
須
」
と
傍
書
〕（
伴
）




檢
…
「
遣
」〔
闕
字
せ
ず
、
下
に
「
檢
」
を
朱
補
〕（
伴
）、「
遣
」〔
闕
字
せ
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ず
〕（
大
）

�

一
也
撿
交
…
脱
（
紅
）、
脱
〔「
一
也
撿
交
」
を
補
〕（
伴
）

�

同
…
脱
（
底
）

�

狀
…
「
伏
」（
紅
）

�

目
…
「
自
」（
東
）、「
同
」〔「
目
」
と
傍
訂
〕（
伴
）

�

闕
…
細
字
と
す
（
大
）

�

從
四
位
上
行
守
藤
原
朝
臣
…
次
行
冒
頭
に
記
す
（
紅
）、
次
行
冒
頭
に
記
す

〔
下
に
「
宣
旨
云
依
請
」
と
細
字
で
記
す
〕（
伴
）

�

朝
臣
…
脱
（
葉
）

�

掾
…
「
椽
」（
伴
）

【
書
き
下
し
】

前
司
同
任
官
人
を
以
て
国
内
官
物
等
を
実
録
す
る
を
申
す

河
内
国
司
解
し
申
し
請
ふ

官
裁
の
事

宣
旨
に
云
は
く
、
請
ひ
に
依
れ

前
例
に
因
准
し
、
検
交
替
使
を
給
は
ず
、

	前
司
従
五
位
下
菅
原
朝
臣
某
の
受
領

定
数
に
任
せ
て
、
前
司
同
任
官
人
を
以
て
国
内
官
物
を
実
録
す
る
を
請
ふ
状

右
謹
み
て
案
内
を
検
ず
る
に
、
前
司
従
四
位
上


善
滋
朝
臣
為
政
、
交
替
を
勤
め
ず
。

左
右
遁
避
し
、
其
の
身
既
に
卒
し
、
分
付
す
る
人
無
し
。
須
く
先
例
に
任
せ
て
、

検
交
替
使
を
申
請
す
べ
し
。
而
し
て
、
此
の
国
は
凋
弊
し
治
め
難
き
こ
と
第
一
な

り
。
検
交
替
使
下
向
の
時
、

�供
給
の
雑
事
、
事
に
触
れ
て
煩
ひ
多
し
。
前
司
同
任

を
以
て
官
物
を
実
録
す
る
こ
と
、
前
例
多
く
存
す
。
望
み
請
ふ
ら
く
は

官
裁
を
。

先
例
に
因
准
し
、
件
の
使
を
給
は
ず
、
前
司
同
人
官
人
を
以
て
、
国
内
官
物
を
実

録
し
、
将
に
部
内
の
煩
ひ
を
省
か
む
と
す
。
仍
て
事
状
を
注
し
、
謹
み
て

官
裁

を
請
ふ
。
謹
み
て
解
す
。

�長（
一
〇
四
三
）

久
四
年
七
月
八
日

目
闕

従
四
位
上
行
守
藤
原
朝
臣

�正
六
位
上
行
大
掾
大
中
臣
朝
臣

【
註
】

	

前
司
従
五
位
下
菅
原
某

菅
原
為
職
か
。
藤
原
道
長
の
家
司
と
し
て
右
近
将

監
や
諸
国
の
受
領
を
歴
任
し
た
。
河
内
守
に
は
、
治
安
元
年
（
一
〇
二
一
）

六
月
二
十
七
日
に
任
じ
ら
れ
（『
左
経
記
』
同
日
条
）、
同
三
年
十
月
二
十
七

日
に
は
、
河
内
国
守
と
し
て
金
峯
山
参
詣
か
ら
帰
京
す
る
道
長
一
行
を
道
明

寺
で
迎
え
た
こ
と
が
記
録
に
残
る
（『
略
記
』
同
日
条
）。
万
寿
三
年
（
一
〇

二
六
）
正
月
二
十
三
日
に
は
「
河
内
前
守
」
と
見
え
る
（『
左
経
記
』
同
日

条
）。
本
文
書
作
成
時
点
で
は
、
前
司
と
あ
る
が
前
々
司
で
あ
ろ
う
。




善
滋
朝
臣
為
政

慶
滋
保
章
の
男
。
紀
伝
道
の
出
で
、
文
章
博
士
を
務
め
た
。

藤
原
実
資
の
家
人
で
、
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
三
月
四
日
に
は
河
内
守
と

し
て
同
月
八
日
に
任
地
に
赴
く
旨
を
実
資
に
報
告
し
た
こ
と
が
見
え
（『
小

右
記
』
同
日
条
）、
菅
原
為
職
の
次
に
河
内
守
を
務
め
た
と
推
定
さ
れ
る
。

長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
十
一
月
五
日
ま
で
は
河
内
守
の
在
任
が
確
認
で
き

る
が
（
石
清
水－

一
二
二
）、
こ
の
間
は
文
章
博
士
を
兼
ね
て
い
る
。
同
二

年
十
月
二
十
二
日
に
、
故
藤
原
公
季
の
諡
号
を
勘
申
し
た
こ
と
が
見
え
る
が

（『
左
経
記
』
類
聚
雑
例
）、
こ
れ
が
文
章
博
士
と
し
て
の
在
職
が
確
認
で
き

る
最
後
で
、
同
五
年
以
前
に
卒
去
し
て
い
た
ら
し
い
（『
左
経
記
』
同
年
三

月
二
十
七
日
条
）。

�

供
給
の
雑
事

検
交
替
使
は
、
朝
使
と
し
て
往
還
及
び
派
遣
先
に
お
い
て
供

給
を
う
け
る
こ
と
が
出
来
た
。

�

長
久
四
年

諸
本
と
も
「
長
久
」
と
す
る
が
、「
長
元
」
の
方
が
適
す
る
か
。

史
料
中
で
前
司
と
し
て
名
前
が
出
さ
れ
て
い
る
善
滋
為
政
の
在
任
期
間
、
及

び
菅
原
為
職
の
在
職
期
間
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
そ
の
次
の
任
期
は
長
元
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河内守在任者

菅原為職

菅原為職

菅原為職

慶滋為政

慶滋為政

慶滋為政

慶滋為政

藤原公則

年

西暦

１０２１

１０２２

１０２３

１０２４

１０２５

１０２６

１０２７

１０２８

１０２９

１０３０

１０３１

和暦

治安１

治安２

治安３

万寿１

万寿２

万寿３

万寿４

長元１

長元２

長元３

長元４

元
年
〜
四
年
前
後
と
な
る
。
さ
ら
に
、
長
久
四
年
を
間
に
挟
ん
で
長
久
二
年

と
寛
徳
元
年
（
一
〇
四
四
）
に
清
原
頼
隆
の
河
内
守
在
任
が
確
認
さ
れ
る

（『
勘
例
』・
平
安－

一
〇
八
三
）。

�

従
四
位
上
行
守
藤
原
朝
臣

文
書
の
年
次
が
長
元
と
す
る
と
、
藤
原
公
則
と

な
る
。
公
則
は
、
北
家
利
仁
流
藤
原
伊
傅
の
子
。
公
則
も
、
藤
原
道
長
の
家

司
受
領
の
一
人
で
、
長
元
四
年
三
月
二
十
六
日
の
時
点
で
、
河
内
守
に
現
任

し
て
お
り
（『
小
右
記
』
同
日
条
）、
長
久
二
年
に
は
駿
河
守
と
な
っ
て
い
た

（『
春
記
』）。
河
内
守
在
任
中
は
、
道
長
の
た
め
に
定
基
僧
都
が
始
め
た
天
王

寺
八
講
料
と
し
て
河
内
国
の
田
地
を
寄
進
し
た
と
い
う
（『
栄
花
』
二
六
）。

�

正
六
位
上
行
大
掾
大
中
臣
朝
臣

未
詳
。
な
お
、
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
後
に

介
や
小
掾
の
署
判
が
続
く
と
思
わ
れ
る
が
、
記
さ
れ
て
い
な
い
。

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】

交
替
政
を
行
え
ず
に
前
任
の
受
領
が
死
去
し
た
場
合
に
は
、
検
交
替
使
の
派
遣

を
求
め
る
場
合
と
、
そ
れ
を
行
わ
ず
に
令
任
用
分
付
方
式
に
よ
り
前
任
の
受
領
の

同
任
国
司
に
分
付
受
領
さ
せ
る
場
合
が
あ
っ
た
（
�
文
書
【
文
書
の
位
置
づ
け
・

機
能
】
参
照
）。
本
文
書
は
、
こ
の
う
ち
令
任
用
分
付
方
式
の
適
用
を
新
任
国
司

（
以
下
「
新
司
」）
が
求
め
た
文
書
の
実
例
で
あ
る
。
前
任
国
司
（
以
下
「
前

司
」）
で
あ
る
善
滋
為
政
の
後
任
に
あ
た
る
藤
原
朝
臣
（
お
そ
ら
く
公
則
）
は
、

交
替
政
を
行
お
う
と
す
る
も
、
為
政
が
対
応
せ
ず
、
そ
の
死
去
に
よ
り
交
替
政
を

完
了
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
前
司
の
さ
ら
に
前
任
（
以
下
「
前
々
司
」）
で

あ
る
菅
原
為
職
か
ら
前
司
為
政
が
受
領
し
た
官
物
の
定
数
を
も
と
に
為
政
の
同
任

の
任
用
国
司
に
分
付
受
領
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
交
替
を
完
了
す
る

こ
と
を
太
政
官
に
求
め
る
河
内
国
解
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
が
本
文
書
で
あ
る
。

本
文
書
で
は
、
河
内
国
が
治
め
が
た
い
国
で
検
交
替
使
の
派
遣
が
困
難
だ
と
し

て
、
令
任
用
分
付
方
式
の
適
用
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
佐
々
木
恵
介
氏
は
こ
の
箇

所
を
と
り
あ
げ
て
、
こ
れ
は
建
前
上
の
理
由
で
あ
っ
て
、
令
任
用
分
付
方
式
が
適

用
さ
れ
る
の
は
後
任
国
司
（
以
下
「
後
司
」）
に
と
っ
て
有
利
な
以
下
の
条
件
が

あ
っ
た
た
め
だ
と
し
て
い
る
。
令
任
用
分
付
方
式
で
は
、
前
々
司
の
定
数
か
ら
官

物
が
欠
失
し
て
い
な
い
体
裁
を
と
る
の
が
原
則
で
、
卒
去
し
た
前
司
と
任
用
国
司

の
補
塡
責
任
は
免
除
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
協
議
す
る
前
司
が
遙
任
の
任
用
国
司
で

あ
る
こ
と
が
多
く
、
欠
失
の
有
無
も
事
実
上
、
後
司
が
判
断
で
き
た
。

た
だ
し
、『
北
山
抄
』
巻
十
・
吏
途
指
南
（
前
司
卒
去
国
申
停
交
替
使
事
）
で

は
、
令
任
用
分
付
方
式
に
も
「
公
益
」
が
あ
る
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
前
々
司
の

定
数
を
維
持
で
き
る
と
い
う
点
で
、
定
数
増
加
が
見
込
め
な
い
場
合
に
は
中
央
政

府
の
側
に
も
利
益
が
あ
っ
た
と
い
う
中
込
律
子
氏
の
指
摘
も
あ
る
。

本
文
書
に
も
「
宣
旨
に
云
は
く
、
請
ひ
に
依
れ
」
と
い
う
文
言
が
冒
頭
に
記
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
河
内
国
の
申
し
出
を
承
認
す
る
宣
旨
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
。
た
だ
し
、
つ
づ
く
�
文
書
は
、
太
政
官
か
ら
の
令
任
用
分
付
方
式
適

用
を
許
可
す
る
文
書
と
し
て
太
政
官
符
の
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
文
書
自
体
は
官
符
作
成
に
先
立
ち
、
弁
・
史
が
上
卿
の
判
断
を
上
申
文
書
に
書

き
留
め
た
太
政
官
の
内
部
文
書
と
と
ら
え
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
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【
関
連
史
料
】

『
北
山
抄
』
巻
十
・
吏
途
指
南
（
前
司
卒
去
国
申
停
交
替
使
事
）

【
参
考
文
献
】

菊
地
礼
子
「
令
任
用
分
付
実
録
帳
と
交
替
実
録
帳
」（『
古
代
文
化
』
二
七－

四
、

一
九
七
五
）、
佐
々
木
恵
介
「
摂
関
期
に
お
け
る
国
司
交
替
制
度
の
一
側
面
」

（『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
、
初
出
一
九
八
九
）、

中
込
律
子
「
中
世
成
立
期
の
国
家
財
政
構
造
」（『
平
安
時
代
の
税
財
政
構
造
と
受

領
』
校
倉
書
房
、
二
〇
一
三
、
初
出
一
九
九
五
）、
岡
野
範
子
「
家
司
受
領
に
つ

い
て
」（『
橘
史
学
』
一
六
、
二
〇
〇
一
）

（
櫻

聡
太
郎
）

㉙
停
遣
検
校
交
替
使
官
符

停
遣
檢
交
替
使
官

�符

太
政
官
符

前
國
司

應
停
遣
檢

�交
替
使
、
依
前
司
藤
原
朝
臣
景
�齋
受
領
定
数
、
令
同
任
國
司
分
付
受

領
雜
官
物
事

右
得
彼
國
去
治
安

�二
年
十
一
月
廿
三
日
解
状
�
、
新
司
守
從
四
位
下
行
源
朝
臣
經

相
、
治
安
二
年
正
月
廿
八
日
任
、
同
年
三
月
五
日
着

�任
。
依
例
欲
�
行
交
替
政
之

間
、
前
司
権
守
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
景

�齋
、
白
地
請
身
�假
入
�京
。
相
待
下
向
之
	程
、

同
年
六
月
十
一
日
依
身
病
、
忽
以
出
家
。
国
内
官
物
、
無
人
分
付
、


徒
送
年
�月
。

方
今

�檢
諸
国
之
例
、
可
令
任
用
之
官
人
、
�
行
交
替
政
之
由
、
裁
許
近
在
。
望
請

�官
裁
。
��
准
諸
國
例
、
令
前
司
同
任
権
�介
行
信
等
、
�景
�齋
朝
臣
受
領
定
数
、
分

付
受
領
国
内
官
物
、
及
神
寺
官
舍
等
、
将

後
任
之
勘
會
者
。
右
大
臣
宣
、
奉

�勅
、
依
�請
者
、
國
宜
承
知
、
依
宣
行
之
、
符
到
奉
行
。

�左
中
辨
源
朝
臣

�左
大
史
大
宅
真
�人

萬
壽
二
年

�五
月
三
日

【
校
訂
註
】

�

符
…
「
府
」（
伴
）

�

交
…
脱
（
底
・
葉
・
東
・
紅
）、
脱
〔「
交
」
を
補
〕（
伴
）

�

齋
…
「
斉
」（
伴
）、「
齊
」（
大
）

�

二
…
「
一
」（
紅
）

�

任
…
「
仕
」（
紅
・
東
）

�

齋
…
「
斉
」（
伴
）、「
齊
」（
大
）

�

假
…
「
暇
」（
大
）

�

京
…
「
重
」（
紅
）、「
重
」〔「
京
歟
」
と
傍
書
〕（
東
）、「
重
」〔「
京
」
と
傍

訂
〕（
伴
）

	

程
…
「
德
」（
紅
）、「
德
」〔「
程
」
と
傍
書
〕（
伴
）




徒
…
「
従
」〔「
徒
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

月
…
「
同
」（
東
）

�

檢
…
「
拾
」（
東
）、「
拾
」〔「
檢
」
と
傍
書
〕（
伴
）



人
…
脱
〔「
人
歟
」
を
補
〕（
葉
）、
脱
〔「
人
歟
」
と
傍
書
〕（
東
）、「
人

歟
」（
紅
）、「
人
歟
」〔「
歟
」
を
抹
消
〕（
伴
）

�

官
…
闕
字
せ
ず
（
紅
・
東
・
伴
）

�

�
…
「
目
」（
東
）

�

介
…
「
助
」〔「
介
」
と
朱
傍
書
〕（
伴
）

�

景
…
上
に
空
き
あ
り
（
紅
）、
上
に
「
信
」
あ
り
（
東
）、
上
に
「
□
」

〔「
任
」
と
朱
傍
書
〕（
伴
）、「
口
景
」（
大
）

�

斎
…
「
斉
」（
伴
）、「
齊
」（
大
）
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�

勅
…
「
勅
勅
」〔
闕
字
せ
ず
、
二
文
字
目
の
「
勅
」
を
抹
消
〕（
伴
）

�

請
…
「
諸
」〔「
請
」
と
傍
訂
〕（
伴
）

�

左
…
「
右
」（
紅
・
伴
）

�

左
…
「
右
」〔「
左
」
と
傍
訂
〕（
紅
）、「
左
」〔「
右
」
と
朱
傍
書
〕（
伴
）

�

人
…
「
久
」〔「
人
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

五
…
「
五
」〔「
正
」
と
朱
傍
書
〕（
伴
）

【
書
き
下
し
】

検
交
替
使
を
遣
は
す
を
停
む
る
官
符

太
政
官
符
す

備
前
国
司

応
に
検
交
替
使
を
遣
は
す
を
停
め
、

�前
司
藤
原
朝
臣
景
斎
の
受
領
定
数
に
依
り
、

同
任
国
司
を
し
て
雑
官
物
を
分
付
受
領
せ
し
む
べ
き
事

右
彼
の
国
の
去
る（

一
〇
二
二
）

治
安
二
年
十
一
月
廿
三
日
の
解
状
を
得
る
に
�
へ
ら
く
、
�新
司

守
従
四
位
下
行
源
朝
臣
経
相
、
治
安
二
年
正
月
廿
八
日
に
任
ぜ
ら
れ
、
同
年
三
月

五
日
着
任
す
。
例
に
依
り
て
交
替
政
を
勤
行
せ
む
と
欲
す
る
の
間
、
前
司
権
守
従

四
位
上
藤
原
朝
臣
景
斎
、
白
地
に
し
て
身
の
仮
を
請
ひ
て
入
京
す
。
下
向
を
相
待

つ
の
程
、
同
年
六
月
十
一
日
に
身
の
病
に
依
り
、
忽
ち
以
て
出
家
す
。
国
内
官
物
、

人
の
分
付
す
る
無
く
、
徒
ら
に
年
月
を
送
る
。
ま
さ
に
今
諸
国
の
例
を
検
ず
る
に
、

任
用
の
官
人
を
し
て
、
交
替
政
を
勤
行
せ
し
む
べ
き
の
由
、
裁
許
近
く
に
在
り
。

望
み
請
ふ
ら
く
は

官
裁
を
。
諸
国
の
例
に
因
准
し
、

	前
司
同
任
権
介
行
信
等
を

し
て
、
景
斎
朝
臣
の
受
領
定
数
も
て
、
国
内
官
物
、
及
び
神
寺
官
舎
等
を
分
付
受

領
せ
し
め
、
将
に
後
任
の


勘
会
に
備
へ
む
こ
と
を
、
て
へ
り
。
�右
大
臣
宣
す
ら
く
、

勅
を
奉
る
に
、
請
ひ
に
依
れ
、
て
へ
り
。
国
宜
し
く
承
知
し
、
宣
に
依
り
て
之

を
行
ふ
べ
し
。
符
到
ら
ば
奉
行
せ
よ
。

�左
中
弁
源
朝
臣

左
大
史
大
宅
真
人

（
一
〇
二
五
）

万
寿
二
年
五
月
三
日

【
註
】

�

前
司
藤
原
朝
臣
景
斎

藤
原
国
章
の
子
で
、
諸
国
の
受
領
を
歴
任
し
た
。
寛

仁
二
年
（
一
〇
一
八
）
九
月
十
四
日
に
は
備
前
守
と
し
て
み
え
（『
御
堂
』

同
日
条
）、
任
期
を
終
え
た
の
ち
、
治
安
三
年
七
月
十
七
日
に
出
家
、
そ
の

の
ち
に
卒
去
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
（『
小
右
記
』
同
月
二
十
一
日
条
）。

�

新
司
守
従
四
位
下
行
源
朝
臣
経
相

宇
多
源
氏
、
時
中
の
子
。
本
文
書
発
給

と
同
年
十
月
二
十
九
日
に
は
、
任
終
に
あ
た
っ
て
藤
原
実
資
に
進
物
と
し
て

米
一
〇
〇
石
を
送
っ
て
い
る
（『
小
右
記
』
同
日
条
）。
長
元
元
年
（
一
〇
二

八
）
に
は
、
備
前
守
任
期
中
の
前
任
国
司
（
以
下
「
前
司
」）
の
未
納
分
を

免
除
す
る
よ
う
申
請
し
、
認
め
ら
れ
て
い
る
（『
小
右
記
』
同
年
七
月
十
九

日
条
・
二
十
三
日
条
・
九
月
一
日
条
）。

	

前
司
同
任
権
介
行
信

石
野
行
信
か
。
治
安
三
年
二
月
に
藤
原
道
長
の
巡
給

で
備
前
介
と
な
っ
て
お
り
（『
成
文
抄
』）、
本
文
書
当
時
で
は
権
官
で
あ
っ

た
の
が
正
規
の
介
と
な
っ
た
か
。




勘
会

受
領
は
自
分
の
任
中
の
公
文
を
提
出
し
、
中
央
の
監
査
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
際
に
、
前
司
が
公
文
を
未
提
出
だ
っ
た
場
合
に
は
、

後
任
国
司
の
責
任
と
さ
れ
た
。

�

右
大
臣

藤
原
実
資
。
小
野
宮
流
・
藤
原
斉
敏
の
子
。
政
務
に
長
じ
、
長
く

右
大
臣
を
務
め
た
。
こ
の
年
に
は
、
正
二
位
右
大
臣
で
、
右
大
将
・
皇
太
弟

傅
を
兼
ね
た
（『
補
任
』）。

�

左
中
弁
源
朝
臣

源
経
頼
。
宇
多
源
氏
、
扶
義
の
子
。
長
く
弁
官
を
務
め
、

実
務
に
通
じ
た
。
こ
の
年
に
は
正
四
位
下
左
中
弁
で
、
他
に
造
大
安
寺
長

官
・
内
蔵
頭
・
中
宮
亮
・
丹
波
守
を
兼
ね
た
（
廣
橋
本
『
弁
官
補
任
』）。
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�

左
大
史
大
宅
真
人

大
宅
恒
則
。
長
く
弁
官
局
に
て
史
を
務
め
た
。
こ
の
年

に
は
造
大
安
寺
判
官
左
大
史
正
六
位
上
で
あ
っ
た
（『
符
宣
抄
』
巻
一
・
万

寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
三
月
五
日
官
符
、
同
年
六
月
五
日
官
符
）。

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】

�
文
書
が
令
任
用
分
付
方
式
の
適
用
を
許
す
国
司
が
求
め
る
上
申
文
書
で
あ
っ

た
の
に
対
し
て
、
本
文
書
は
国
司
の
申
請
を
受
け
て
令
任
用
分
付
方
式
の
実
施
を

命
じ
る
下
達
文
書
で
あ
る
。
本
文
書
の
発
給
は
万
寿
二
年
で
あ
る
が
、
内
容
の
大

部
分
は
引
用
さ
れ
た
治
安
二
年
の
備
前
国
解
が
占
め
る
。
備
前
国
解
に
よ
れ
ば
、

治
安
二
年
に
源
経
相
が
着
任
し
て
交
替
政
の
実
施
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
前
司
で
あ

る
藤
原
景
斎
は
交
替
を
済
ま
さ
な
い
ま
ま
帰
京
し
、
そ
の
ま
ま
出
家
し
て
し
ま
っ

た
。
交
替
政
が
行
い
得
な
い
状
況
と
し
て
は
前
司
卒
去
が
一
般
的
だ
が
、
本
文
書

で
は
出
家
に
よ
り
交
替
政
が
出
来
な
く
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
経
相
は
、

諸
国
の
例
に
な
ら
い
令
任
用
分
付
方
式
の
適
用
を
申
請
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
太

政
官
か
ら
出
さ
れ
た
官
符
が
本
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
文
書
発
給
の
時
点
で
は
、
前
司
藤
原
景
斎
は
死
去
し
て
い
た
も
の
の
、
経
相

が
令
任
用
分
付
を
申
請
し
た
時
点
で
は
存
命
で
あ
り
、
前
司
卒
去
に
は
該
当
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
令
任
用
分
付
方
式
が
適
用
さ
れ
た
の
は
、
官

物
の
減
耗
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
中
央
に
と
っ
て
も
利
点
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
頃
に
は
検
交
替
使
の
派
遣
で
は
な
く
、
令
任
用
分
付
方
式
に
一
本

化
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
佐
々
木
恵
介
氏
が
指
摘
し
て
い
る

（『
小
右
記
』
長
元
元
年
九
月
十
五
日
条
）。
た
だ
し
、
経
相
が
治
安
二
年
に
申
請

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
相
の
任
終
年
で
あ
る
万
寿
二
年
ま
で
官
符
は
発
給
さ

れ
な
か
っ
た
。
備
前
国
解
に
「
勘
会
に
備
へ
」
る
た
め
に
申
請
す
る
と
あ
る
よ
う

に
、
令
任
用
分
付
方
式
は
現
任
国
司
の
勘
会
の
前
提
と
し
て
準
備
さ
れ
た
面
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

【
関
連
史
料
】

『
小
右
記
』
長
元
元
年
七
月
十
九
日
・
二
十
三
日
条

【
参
考
文
献
】

佐
々
木
恵
介
「
摂
関
期
に
お
け
る
国
司
交
替
制
度
の
一
側
面
」（『
日
本
古
代
の
官

司
と
政
務
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
、
初
出
一
九
八
九
）

（
櫻

聡
太
郎
）

㉚
飛
騨
国
司
令
書
生
分
付
官
物
解
文

飛
騨
國
司
解

申
請

�官
裁
�事
�宣
旨
云
依
�請

請
被
�
准
先
例
、
令
書
生
分
付
官
物
状

右
謹
檢
案
内
、
守
従
五
位
下
橘
朝
臣
惟
通
、
萬
壽
三
年
十
月
廿
六
日
任
、
同
四
年

�七
月
廿
五
日
着
任
。
�爰
檢
交
替
使
、
去
年
十
二
月
十
四
日
被
定
遣
了
。
方
今
交
替

之
政
、
以
任
用
之
吏
勤
行
。
是
諸
國
例
也
。
而
此

�國
代
々
	無
有
任
用
。
僅

所
�在
書

生
一
兩
也
。
然
則
交
替
使
下
向

�之
日
、
以
誰
人
将
行
此
政
。
望
請

官
裁
。
�
准

先
例
、
早
被
裁
下
。
将
勤
行
交
替
之
政
。
謹
解
。

長
元
二
年
二
月
廿
三
日

従
五
位
下
行
守
橘
朝
臣

【
校
訂
註
】

�

官
…
闕
字
せ
ず
（
大
）

�

事
…
脱
（
紅
・
伴
）

�

宣
旨
云
依
請
…
細
字
と
す
（
葉
・
紅
・
東
・
伴
・
大
）
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�

請
…
「
諸
」〔「
請
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

七
…
「
九
」（
大
）

�

爰
…
「
受
」（
紅
）、「
受
」〔「
爰
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

國
…
脱
〔「
國
」
を
補
〕（
東
）

�

無
…
「
元
」〔「
无
」
と
傍
書
〕（
伴
）、「
无
」（
大
）

�

所
…
「
処
」（
伴
）

�

在
…
脱
〔「
在
」
を
補
〕（
伴
）

�

之
日
…
「
己
曰
」（
紅
）、「
己
曰
」〔「
之
日
」
と
傍
訂
〕（
伴
）

【
書
き
下
し
】

	飛
騨
国
司
解
し

申
し
請
ふ

官
裁
の
事

宣
旨
に
云
は
く
、
請
ひ
に
依
れ

先
例
に
因
准
し
、
書
生
を
し
て
官
物
を
分
付
せ
し
め
ら
れ
む
こ
と
を
請
ふ
状

右
謹
み
て
案
内
を
検
ず
る
に
、
守
従
五
位
下


橘
朝
臣
惟
通
、（
一
〇
二
六
）

万
寿
三
年
十
月
廿
六

日
に
任
ぜ
ら
れ
、（

一
〇
二
七
）

同
四
年
七
月
廿
五
日
着
任
す
。
爰
に
検
交
替
使
、
去
る
年
十
二

月
十
四
日
定
め
遣
は
さ
れ
了
ぬ
。
ま
さ
に
今
交
替
の
政
、
任
用
の
吏
を
以
て
勤
行

す
。
是
れ
諸
国
の
例
な
り
。
而
る
に
此
の
国
代
々
任
用
有
る
こ
と
無
し
。
僅
か
に

在
る
所

�書
生
一
両
な
り
。
然
れ
ば
則
ち
交
替
使
下
向
の
日
、
誰
人
を
以
て
将
に
此

の
政
を
行
は
む
と
す
。
望
み
請
ふ
ら
く
は

官
裁
を
。
先
例
に
因
准
し
、
早
く
裁

下
せ
ら
れ
む
こ
と
を
。
将
に
交
替
の
政
を
勤
行
せ
む
と
す
。
謹
み
て
解
す
。

（
一
〇
二
九
）

長
元
二
年
二
月
廿
三
日

従
五
位
下
行
守
橘
朝
臣

【
註
】

	

飛
騨
国

飛
騨
国
は
下
国
で
あ
る
た
め
令
制
で
は
守
一
人
、
目
一
人
、
史
生

三
人
が
国
司
の
定
員
で
あ
っ
た
。
し
か
し
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
に
な
っ
て

掾
一
人
が
加
え
て
置
か
れ
て
い
る
（『
三
代
格
』
巻
五
・
貞
観
七
年
三
月
九

日
官
奏
）。




橘
朝
臣
惟
通

�
文
書
の
註
	
及
び
【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】
参
照
。

�

書
生


文
書
の
註
�
参
照
。

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】

本
文
書
は
、
前
任
国
司
（
以
下
「
前
司
」）
卒
去
に
伴
い
、
検
交
替
使
の
派
遣

を
求
め
た
と
こ
ろ
、
飛
騨
国
で
は
代
々
任
用
国
司
が
お
ら
ず
、
交
替
政
が
行
え
な

い
の
で
、
任
用
国
司
に
代
わ
っ
て
国
書
生
に
分
付
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
本
文
書
と
『
小
右
記
』『
左
経
記
』
に
よ
り
、
検
交
替
使
派
遣
の
経
緯
を
ま

と
め
る
と
左
の
よ
う
に
な
る
。

万
寿
三
年
（
一
〇
二
六
）
十
月
二
十
六
日
…
橘
朝
臣
惟
通
、
飛
騨
守
に
任
官

（
本
文
書
）

同
四
年
七
月
二
十
五
日
…
着
任
（
本
文
書
）

長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
九
月
十
五
日
…
検
交
替
使
派
遣
の
申
文
に
つ
い
て
宣

旨
が
下
さ
れ
る
（『
小
右
記
』
同
日

条
）

同
年
十
二
月
十
四
日
…
検
交
替
使
の
選
任
（『
左
経
記
』
同
日
条
）

長
元
二
年
二
月
二
十
三
日
…
任
用
国
司
に
代
え
て
国
書
生
と
の
交
替
政
を
求
め

る
（
本
文
書
）

飛
騨
国
司
の
任
官
事
例
に
つ
い
て
類
例
は
少
な
い
が
、
本
文
書
に
近
い
年
紀
だ

と
寛
仁
三
年
（
一
〇
一
九
）
秦
徳
山
畠
売
券
に
飛
騨
掾
が
み
え
る
（
平－

四
八

二
）。
さ
ら
に
遡
る
と
、
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
に
飛
騨
権
掾
秦
某
が
大
舎
人

の
労
に
よ
っ
て
任
官
し
て
い
る
（『
任
国
例
』）。
秦
氏
で
共
通
し
て
い
る
も
の
の

十
二
年
も
間
が
空
い
て
お
り
、
後
者
は
名
前
も
不
明
な
の
で
関
連
性
は
不
明
。
寛
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仁
三
年
秦
徳
山
畠
売
券
に
み
え
る
山
田
郷
に
つ
い
て
、
池
邊
彌
氏
は
山
城
国
�
野

郡
山
田
郷
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
寛
弘
七
年
二
月
二
十
日
田
地
相
博
状
（
平－

四

五
四
）
に
「
大
舎
人
秦
親
忠
」
と
あ
る
の
で
、
こ
の
秦
氏
の
一
族
の
可
能
性
も
考

え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
文
書
の
時
期
に
は
飛
騨
国
の
任
用
国
司
は
確
認
で
き
ず
、

故
に
国
書
生
に
検
交
替
使
と
と
も
に
交
替
政
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
求
め
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
飛
騨
国
の
先
例
は
『
北
山
抄
』
巻
十
・
吏
途
指
南
（
前
司
卒

去
国
申
停
交
替
使
事
）
に
も
同
様
の
こ
と
が
み
え
る
。『
北
山
抄
』
巻
十
の
成
立

が
長
和
年
間
（
一
〇
一
二
〜
一
六
）
と
さ
れ
る
の
で
、
飛
騨
国
で
は
前
司
卒
去
の

場
合
、
任
用
国
司
で
は
な
く
国
書
生
と
と
も
に
交
替
政
を
行
う
こ
と
が
国
例
と
さ

れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
�
文
書
で
も
飛
騨
国
は
式
解
由
が
発
給
さ
れ
る

二
国
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
も
含
め
て
飛
騨
国
の
特
殊
性

と
考
え
ら
れ
る
。

【
関
連
史
料
】

『
小
右
記
』
長
元
元
年
九
月
十
五
日
条
、『
左
経
記
』
長
元
元
年
十
二
月
十
四
日
条
、

『
北
山
抄
』
巻
十
・
吏
途
指
南
（
前
司
卒
去
国
申
停
交
替
使
事
）

【
参
考
文
献
】

吉
岡
眞
之
「
検
交
替
使
帳
の
基
礎
的
考
察
」（『
古
代
文
献
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
四
、
初
出
一
九
七
五
）、
福
井
俊
彦
『
交
替
式
の
研
究
』（
吉
川

弘
文
館
、
一
九
七
八
）、
佐
々
木
恵
介
「
摂
関
期
に
お
け
る
国
司
交
替
制
度
の
一

側
面
」（『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
、
初
出
一
九
八

九
）、
阿
部
猛
編
『
北
山
抄
註
解
』（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
六
）、
神
戸
航
介

「
平
安
時
代
の
検
交
替
使
と
朝
使
」（『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
一

八
、
二
〇
一
九
）、

（
井
上

翔
）

㉛
検
伊
予
国
交
替
使
進
上
実
録
帳
解
文

�檢
伊
�豫
�國
交
替
使
解

申
進
�上
實
録
帳
事

合
壹
巻

右
依
太
政
官
去
五
月
三

�日
符
、
従
同
年
七
月
十
五
日
限
内
勘
録
、
言
上
如
件
。
謹

解
。

治
安
二
年
十
月
廿
八
日

�主
典
明
法
生
正
六
位
上
伴
朝
臣
俊
通

【
校
訂
註
】

�

檢
…
「
拾
」〔「
検
」
と
傍
訂
〕（
伴
）

�

豫
…
欠
（
紅
）

�

國
…
「
同
」〔「
国
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

上
…
脱
〔「
上
」
を
補
〕（
東
）

�

日
…
脱
〔「
日
」
と
傍
書
〕（
底
）

�

主
典
…
「
盡
」〔「
主
典
」
と
傍
書
〕（
伴
）

【
書
き
下
し
】

検
伊
予
国
交
替
使
解
し

申
す
実
録
帳
を
進
上
す
る
事

合
は
せ
て
壱
巻

右
太
政
官
去
る
五
月
三
日
の
符
に
依
り
、
同
年
七
月
十
五
日
よ
り
限
内
に
勘
録
し
、

言
上
す
る
こ
と
件
の
ご
と
し
。
謹
み
て
解
す
。

（
一
〇
二
二
）

治
安
二
年
十
月
廿
八
日

主
典
明
法
生
正
六
位
上
�伴
朝
臣
俊
通
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【
註
】

�

伴
朝
臣
俊
通

未
詳
。

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】

本
文
書
は
、
検
伊
予
国
交
替
使
が
検
交
替
使
実
録
帳
一
巻
を
進
上
し
た
こ
と
を

報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
�
文
書
の
書
き
出
し
に
「
因
幡
国
司
解

申
進
上
不
与

前
司
解
由
状
事
」
と
み
え
、
本
文
書
と
類
似
し
て
い
る
。
当
然
、
検
交
替
使
実
録

帳
と
合
わ
せ
て
本
文
書
も
弁
官
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
検
交
替
使

に
は
帰
京
後
、
帰
朝
し
た
旨
を
口
頭
で
報
告
す
る
儀
礼
が
あ
る
も
の
の
（
改
訂
増

補
故
実
叢
書
本
『
西
宮
記
』
巻
七
・
臨
時
一
（
甲
）（
申
交
替
使
返
事
））、
本
文

書
が
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
出
さ
れ
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

本
来
、
不
与
解
由
状
と
検
交
替
使
実
録
帳
は
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
不
与
解

由
状
は
後
任
国
司
（
以
下
「
後
司
」）
が
前
任
国
司
（
以
下
「
前
司
」）
に
交
付
し

た
上
で
、
前
司
が
帰
京
後
に
弁
官
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
検
交
替

使
実
録
帳
は
検
交
替
使
が
帰
京
後
、
同
様
に
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
吉

岡
眞
之
氏
に
よ
る
と
、「
筑
前
国
交
替
実
録
帳
」
は
一
度
、
不
与
解
由
状
と
し
て

作
成
さ
れ
よ
う
と
し
た
も
の
が
、
途
中
、
何
ら
か
の
事
情
で
「
検
交
替
使
実
録

帳
」
し
て
作
成
す
る
よ
う
に
変
更
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
は
不
与
解
由
状
と

「
検
交
替
使
実
録
帳
」
内
容
上
の
違
い
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
な
お
、
�
文
書
と

�
文
書
を
比
較
す
る
と
、
前
述
し
た
類
似
点
は
あ
る
も
の
の
、
書
止
文
言
が
若
干

異
な
っ
て
い
る
。
�
文
書
が
「
進
上
如
レ

件
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
�
文
書
は

「
言
上
如
レ

件
」
で
あ
る
。
�
文
書
は
後
司
が
前
司
に
不
与
解
由
状
を
与
え
た
こ
と

を
示
す
の
で
「
進
上
」
と
あ
っ
て
お
か
し
く
な
い
が
、
�
文
書
で
は
、
事
書
に

「
進
上
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
書
止
文
言
に
も
「
進
上
」
と
あ
っ
て
も
構
わ
な
い

は
ず
で
あ
る
。「
言
上
」
と
あ
る
の
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
検
交
替
使
が
朝
使
と

し
て
帰
朝
報
告
し
た
こ
と
と
対
応
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
検
交
替
使
に
つ
い
て
橋
本
剛
氏
は
、
使
と
主
典
の
二
名
で
構
成
さ
れ
、
お

お
よ
そ
六
位
官
人
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
と
整
理
し
て
い
る
。
橋
本
氏
は
、
巡
察
使

を
は
じ
め
と
す
る
五
位
以
上
の
官
人
が
任
用
さ
れ
て
道
別
に
派
遣
さ
れ
る
監
察
使

―
道
別
派
遣
型
と
呼
称
―
と
、
検
交
替
使
に
代
表
さ
れ
る
六
位
官
人
で
構
成
さ
れ

個
別
の
案
件
で
派
遣
さ
れ
る
個
別
派
遣
型
の
監
察
使
に
は
、
大
事
と
小
事
の
違
い

が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
改
め
て
�
文
書
の
【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】
の
表
を

み
る
と
、
お
お
よ
そ
六
位
官
人
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
位
階
の
判
明
し
な
い
も
の

も
官
位
相
当
で
お
お
よ
そ
六
位
相
当
官
な
の
で
、
橋
本
氏
の
整
理
は
正
し
い
と
思

わ
れ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
八
・
九
世
紀
に
み
え
る
巡
察
使
な
ど
は
、
国
司
を

は
じ
め
地
方
官
に
よ
る
地
方
政
治
の
あ
り
方
を
監
察
す
る
目
的
で
派
遣
さ
れ
て
お

り
、
少
な
く
と
も
国
司
長
官
以
上
の
位
階
が
必
要
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。
一
方
、
受
領
が
お
お
よ
そ
五
位
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
当
然
任
用
国
司

以
下
の
位
階
は
六
位
以
下
と
考
え
ら
れ
る
。
検
交
替
使
は
受
領
が
卒
去
し
た
後
に

派
遣
さ
れ
、
任
用
国
司
と
と
も
に
交
替
政
を
行
う
の
で
、
こ
の
時
、
検
交
替
使
と

任
用
国
司
の
間
に
位
階
差
は
な
く
基
本
的
に
は
同
格
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
検
交
替
使
派
遣
の
目
的
が
国
司
の
非
違
の
検
察
に
は
な
く
、
あ
く
ま
で

前
司
卒
去
に
伴
う
行
政
手
続
き
を
行
う
こ
と
に
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
本
文
書
に
み
え
る
検
交
替
使
は
治
安
二
年
（
一
〇
二
二
）
五
月
三
日
に

任
命
さ
れ
て
い
る
。『
延
暦
交
替
式
』
第
１０
条
に
よ
れ
ば
新
任
国
司
は
近
国
で
あ

れ
ば
二
〇
日
、
中
国
で
あ
れ
ば
三
〇
日
、
遠
国
で
あ
れ
ば
六
〇
日
以
内
に
赴
任
す

る
必
要
が
あ
っ
た
。
検
交
替
使
も
新
任
国
司
と
同
様
の
赴
任
期
限
が
適
用
さ
れ
た

と
す
れ
ば
、
任
命
日
か
ら
数
え
る
と
期
限
で
あ
る
七
月
十
五
日
は
交
替
政
の
期
限
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で
あ
る
六
〇
日
を
超
過
す
る
た
め
、
任
命
時
に
定
め
た
期
限
に
は
赴
任
の
た
め
の

行
程
日
数
も
含
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

【
関
連
史
料
】

『
西
宮
記
』
巻
七
・
臨
時
一
（
甲
）（
申
交
替
使
返
事
）

【
参
考
文
献
】

吉
岡
眞
之
「
検
交
替
使
帳
の
基
礎
的
考
察
」（『
古
代
文
献
の
基
礎
的
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
一
九
九
四
、
初
出
一
九
七
五
）、
佐
々
木
恵
介
「
摂
関
期
に
お
け
る
国

司
交
替
制
度
の
一
側
面
」（『
日
本
古
代
の
官
司
と
政
務
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一

八
、
初
出
一
九
八
九
）、
神
戸
航
介
「
平
安
時
代
の
検
交
替
使
と
朝
使
」（『
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
二
一
八
、
二
〇
一
九
）、
橋
本
剛
「
古
代
日
本
に

お
け
る
地
方
行
政
監
察
使
の
特
質
」（『
ヒ
ス
ト
リ
ア
』
二
八
三
、
二
〇
二
〇
）

（
井
上

翔
）

32
免
能
登
前
司
返
抄
宣
旨

應
�改
�先
�宣
旨
、
以
前
司
任
�終
康
和
五
、
當
任
長
治
元
二
嘉
承
元
二
天
仁
元
二
天

永
元
二
并
九
箇
年
返
抄
勘
公
文
事

右
得
能
登
守
髙
階
朝
臣
時
章
今
月
十
七
日
奏
状
�
、
謹

�檢
案
内
、
去
年
令
欲
勘
濟

公
文
之

�處
、
前
�司
守
藤
原
朝
臣
基
兼
任
中
卒
去
之
間
、
任
終
年
返
抄
不
能
尋
得
。

仍
可
用
當

�任
返
抄
	之

由
、
申
請
�之
處
、
今
月
六
日
依
請
被
下
�宣
旨
。
随
即
依
先

例
、
去

年
済
物
等
令
�弁
�済
之
處
、
尚
稱
前
司
任
終
未
済
之
由
、
敢
不
�放
返
抄
者
、

如
夲

�請
加
前
司
任
終
欲
勘
済
公
文
。
望
請
�天
裁
、
��
准
先
例
、
被
裁
許
者
、
将
省

勘
済
公
文
之
煩
者
。
權
右
中
辨
藤
原
朝
臣
實
行
傅
宣
、
權
中
納
言
藤
原
朝
臣
宗
忠

宣
、

�奉

勅
、
改
�先
�宣
旨
、
依
請
者
。

天
永
四
年
正
月
廿
六
日

左
大
史
小
槻
宿
祢
〈
�奉
〉

少
録
大
江
貞

�康
申
〈
天
永
四
年
／
�正
月
廿
�七
日
〉

朝
野
�群
�載
�第
�廿
�六

【
校
訂
註
】

�

改
…
「
政
」（
東
）、「
政
」〔「
改
」
と
傍
訂
〕（
伴
）

�

先
…
「
元
」
と
傍
書
（
伴
）

�

宣
…
闕
字
す
（
大
）

�

終
…
「
絡
」（
紅
・
東
）、「
給
」（
伴
）

�

檢
…
「

」〔「
檢
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

處
…
「
所
」（
大
）

�

司
…
脱
（
紅
）、
脱
〔「
司
」
を
補
〕（
伴
）

�

任
…
「
々
」（
底
・
葉
・
紅
・
東
）、「
々
」〔「
任
」
と
傍
書
〕（
伴
）。
伴
に

よ
り
改
む
。

	

之
…
「
々
」（
紅
）、「
ヽ
ヽ
〔
々
カ
〕」〔「
之
」
と
傍
訂
〕（
伴
）




由
…
「
也
」（
紅
）、「
也
」〔「
由
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

之
…
「
去
」〔「
之
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

宣
…
闕
字
せ
ず
（
紅
・
東
・
伴
）



年
…
「
冝
」（
東
）

�

弁
…
「
弁
」〔「
辨
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

済
…
「
滿
」（
字
形
や
や
異
な
る
）〔「
済
」（
旁
は
「
斎
」）
と
傍
書
〕（
伴
）

�

放
…
「
故
」〔「
放
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

請
…
「
諸
」（
東
）

�

天
…
闕
字
す
（
大
）
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�

�
…
「
日
」〔「
因
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

奉
…
「
下
」〔「
奉
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

先
…
「
元
」〔「
先
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

宣
…
闕
字
す
（
大
）

�

奉
…
細
字
と
せ
ず
（
底
・
東
）、
細
字
と
せ
ず
次
行
冒
頭
に
記
す
（
紅
）、
細

字
と
せ
ず
次
行
冒
頭
に
記
す
〔
前
行
末
に
挿
入
〕（
伴
）

�

康
…
「
庚
」〔「
康
」
と
傍
書
〕（
伴
）

�

正
…
「
三
」〔「
正
」
と
朱
傍
書
〕（
伴
）

�

七
…
「
七
」〔「
四
」
と
傍
訂
し
、
さ
ら
に
「
四
」
に
「
七
」
と
朱
傍
書
〕

（
伴
）

	

群
…
「
郡
」〔「
群
」
と
重
書
〕（
底
）




載
…
裁
（
紅
・
東
）

�

第
…
「
巻
第
」（
伴
・
大
）

�

廿
…
「
十
」〔「
廿
」
と
傍
訂
〕（
伴
）、「
二
十
」（
大
）



六
…
「
九
」〔「
六
」
と
傍
訂
〕（
伴
）

【
書
き
下
し
】

応
に
先
の
宣
旨
を
改
め
、
前
司
任
終
康
和
五
、
当
任（

一
一
〇
三
〜
一
一
一
一
）

長
治
元
二
、
嘉
承
元
二
、

天
仁
元
二
、
天
永
元
二
并
せ
て
九
箇
年
の

�返
抄
を
以
て
公
文
を
勘
ず
べ
き
事

右
�能
登
守
高
階
朝
臣
時
章
の
今
月
十
七
日
の
奏
状
を
得
る
に
�
へ
ら
く
、
謹
み
て

案
内
を
検
ず
る
に
、
去
年
公
文
を
勘
済
せ
し
め
む
と
欲
す
る
の
と
こ
ろ
、

�前
司
守

藤
原
朝
臣
基
兼
任
中
に
卒
去
す
る
の
間
、

�任
終
年
の
返
抄
、
尋
ね
得
る
こ
と
あ
た

は
ず
。
仍
て
当
任
の
返
抄
を
用
ゐ
る
べ
き
の
由
、
申
請
す
る
の
と
こ
ろ
、
今
月
六

日
請
ひ
に
依
り
て

宣
旨
を
下
さ
る
。
随
に
即
ち
先
例
に
依
り
、
去
年
の
済
物
等

を
弁
済
せ
し
む
る
の
と
こ
ろ
、
尚
前
司
任
終
未
済
の
由
を
称
し
、
敢
へ
て
返
抄
を

放
た
ざ
れ
ば
、
本
の
請
ひ
の
ご
と
く
前
司
任
終
に
加
へ
て
公
文
を
勘
済
せ
む
と
欲

す
。
望
み
請
ふ
ら
く
は
天
裁
を
。
先
例
に
因
准
し
、
裁
許
せ
ら
る
れ
ば
、
将
に
公

文
を
勘
済
す
る
の
煩
を
省
か
む
、
て
へ
り
。

�権
右
中
弁
藤
原
朝
臣
実
行
伝
宣
す
ら

く
、

�権
中
納
言
藤
原
朝
臣
宗
忠
宣
す
ら
く
、
勅
を
奉
る
に
、
先
の

宣
旨
を
改
め
、

請
ひ
に
依
れ
、
て
へ
り
。

（
一
一
一
三
）

天
永
四
年
正
月
二
十
六
日
�左
大
史
小
槻
宿
祢
〈
奉
る
〉

�少
録
大
江
貞
康
申
す
〈
天
永
四
年
／
正
月
二
十
七
日
〉

朝
野
群
載
第
二
十
六

【
註
】

�

返
抄

受
領
証
。
こ
こ
で
は
特
に
、
公
文
勘
会
の
た
め
に
主
計
寮
・
主
税
寮

へ
と
提
出
す
る
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
調
庸
物
や
封
物
な
ど
が
諸

司
・
諸
家
へ
と
納
入
さ
れ
た
際
に
発
行
さ
れ
、
国
司
が
貢
納
義
務
を
果
た
し

た
こ
と
を
示
し
た
。

�

能
登
守
高
階
朝
臣
時
章

高
階
為
章
の
四
男
。
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
八

月
十
八
日
、
従
五
位
下
で
、
転
輪
院
を
造
営
し
た
功
に
よ
り
能
登
守
に
任
じ

ら
れ
る
（『
中
右
記
』
同
日
条
）。
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
十
二
月
に
重
任

（『
中
右
記
』
同
月
二
十
一
日
条
・
三
十
日
条
）。
本
文
書
の
前
年
に
公
文
勘

会
に
着
手
し
て
い
る
ら
し
い
こ
と
か
ら
、
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
に
任
を

終
え
た
か
。

�

前
司
守
藤
原
朝
臣
基
兼

藤
原
忠
綱
の
二
男
。
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
七

月
十
七
日
に
卒
去
（『
中
右
記
』
同
日
条
）。
こ
の
と
き
能
登
守
を
三
年
務
め

て
い
た
と
さ
れ
、
康
和
四
年
（
一
一
〇
二
）
正
月
二
日
に
民
部
大
輔
（『
中

右
記
』
同
日
条
）、
同
二
月
十
五
日
に
能
登
守
（『
殿
暦
』
同
日
条
）
と
み
え
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る
の
で
、
康
和
四
年
頃
に
任
命
さ
れ
た
か
。

�

任
終
年

前
任
の
藤
原
基
兼
の
任
期
最
終
年
と
な
っ
た
康
和
五
年
を
指
す
。

『
三
代
格
』
巻
八
・
寛
平
二
年
（
八
九
〇
）
九
月
十
五
日
太
政
官
符
に
よ
り
、

国
司
は
自
ら
の
任
期
四
年
の
う
ち
三
年
目
ま
で
と
、
前
任
国
司
の
任
期
最
終

年
を
合
わ
せ
た
四
年
分
に
つ
い
て
、
調
庸
未
進
等
を
弁
済
し
て
公
文
勘
会
を

行
う
責
任
を
負
っ
た
。

�

権
右
中
弁
藤
原
朝
臣
実
行

藤
原
公
実
の
二
男
。
従
四
位
上
、
蔵
人
頭
、
天

仁
二
年
か
ら
永
久
三
年
（
一
一
〇
九
〜
一
一
一
五
）、
権
右
中
弁
（
廣
橋
本

『
弁
官
補
任
』）。
加
賀
権
守
や
少
納
言
な
ど
を
経
て
権
右
中
弁
、
の
ち
従
一

位
、
太
政
大
臣
ま
で
進
み
、
出
家
の
の
ち
応
保
二
年
（
一
一
六
二
）
入
滅
。

八
条
太
政
大
臣
（『
補
任
』『
分
脈
』）。

�

権
中
納
言
藤
原
朝
臣
宗
忠

藤
原
宗
俊
の
長
男
。『
中
右
記
』
の
記
主
。
こ

の
と
き
正
二
位
、
権
中
納
言
。
美
作
介
や
讃
岐
介
な
ど
の
地
方
官
を
兼
任
し

た
経
験
も
あ
り
、
右
大
弁
、
蔵
人
頭
、
参
議
、
権
大
納
言
な
ど
を
歴
任

（『
補
任
』）。『
補
任
』
に
よ
れ
ば
、
長
治
三
年
（
一
一
〇
六
）
十
二
月
か
ら

保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
十
二
月
ま
で
権
中
納
言
。
保
延
七
年
（
一
一
四

一
）
四
月
に
薨
去
。
中
御
門
右
大
臣
（『
補
任
』『
分
脈
』）。

�

左
大
史
小
槻
宿
祢

小
槻
盛
仲
。
小
槻
祐
俊
の
男
。
こ
の
と
き
正
五
位
下
、

左
大
史
。
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
二
月
三
十
日
、
父
か
ら
大
夫
史
を
譲
ら

れ
る
（『
中
右
記
』
同
日
条
）。
保
安
三
年
（
一
一
二
二
）
四
月
五
日
に
卒
去

（「
壬
生
家
系
譜
」）。

�

少
録
大
江
貞
康

未
詳
。『
群
載
』
巻
二
十
七
・
天
永
四
年
（
一
一
一
三
）

正
月
民
部
仕
丁
所
返
抄
に
少
録
兼
太
皇
大
后
宮
少
属
大
江
朝
臣
、
同
天
治
元

年
（
一
一
二
四
）
十
二
月
民
部
省
符
に
正
六
位
上
行
少
録
大
江
朝
臣
と
み
え

る
の
は
同
一
人
と
考
え
ら
れ
る
。

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】

本
文
書
は
、
能
登
守
で
あ
っ
た
高
階
時
章
が
前
任
国
司
（
以
下
「
前
司
」）
藤

原
基
兼
の
任
終
年
分
の
公
文
に
代
え
て
、
自
ら
の
任
終
年
分
の
公
文
を
用
い
て
勘

会
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
宣
旨
で
あ
る
。
時
章
か
ら
の
申
請
が
奏
上
さ
れ
た
こ
と

は
、『
殿
暦
』
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
正
月
二
十
四
日
条
に
み
え
る
。

国
司
の
任
を
終
え
た
者
が
行
う
公
文
勘
会
に
つ
い
て
は
、
北
條
秀
樹
氏
や
佐
々

木
宗
雄
氏
、
福
島
正
樹
氏
、
玉
井
力
氏
ら
の
研
究
に
よ
り
、
そ
の
概
要
が
明
ら
か

と
な
っ
て
い
る
。
特
に
本
文
書
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
は
、『
三
代
格
』
巻
八
・
寛

平
二
年
（
八
九
〇
）
九
月
十
五
日
太
政
官
符
に
よ
っ
て
、
国
司
が
勘
済
す
べ
き
公

文
が
、
自
ら
の
任
期
の
う
ち
任
終
年
を
除
く
分
と
、
前
司
の
任
終
年
分
と
な
っ
た

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
前
司
の
任
終
年
の
調
庸
物
や
封
物
な
ど
に

未
進
が
あ
れ
ば
、
後
任
国
司
（
以
下
「
後
司
」）
が
こ
れ
を
塡
納
し
て
、
そ
の
返

抄
を
受
領
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
、『
群
載
』
巻
二
十
八
に
載

せ
る
康
和
五
年
（
一
一
〇
三
）
二
月
大
炊
寮
納
畢
勘
文
に
み
え
る
よ
う
に
、
前
司

任
終
年
に
お
け
る
納
入
は
前
司
、
そ
の
返
抄
の
受
け
取
り
は
後
司
の
責
任
と
す
る

項
目
も
あ
っ
た
。

本
文
書
の
内
容
に
移
ろ
う
。
前
司
基
兼
が
任
中
の
長
治
元
年
（
一
一
〇
四
）
に

卒
去
し
た
た
め
、
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）、
時
章
は
公
文
勘
会
に
際
し
て
、
前

司
卒
去
に
よ
り
そ
の
任
終
年
分
の
返
抄
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
、
代
替

措
置
と
し
て
「
当
任
返
抄
」
を
勘
会
に
用
い
る
こ
と
を
申
請
し
た
。
康
和
五
年
の

公
文
は
基
兼
の
責
任
で
勘
会
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
基
兼
は
長
治
元
年
半
ば
に
死

去
し
た
た
め
に
、
康
和
五
年
が
任
終
年
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
前
司
任

終
年
分
の
返
抄
に
代
え
て
当
任
返
抄
を
用
い
る
と
は
、
単
に
前
司
の
任
終
年
分
を

除
外
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
前
司
任
終
年
分
に
代
え
て
自
ら
の
任
終
年
分

の
返
抄
を
取
得
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
来
求
め
ら
れ
る
年
数
分
の
公
文
を
揃
え
る
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と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
天
永
四
年
正
月
六
日
に
至
っ
て
時
章
の
申
請

は
許
可
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
時
章
は
「
去
年
済
物
等
」
を
弁
済
し
て
い
る
。
本

来
時
章
の
責
任
に
は
含
ま
れ
な
か
っ
た
天
永
三
年
分
の
返
抄
を
取
得
す
る
た
め
、

同
年
分
の
済
物
を
弁
済
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
指
示
を
待
っ
て
納
入
し
て
い
る
の

で
、
返
抄
を
受
け
る
べ
き
貢
納
品
目
は
、
本
来
時
章
が
自
ら
の
任
終
年
分
を
弁
済

し
な
く
と
も
良
い
も
の
で
あ
り
、
大
炊
寮
や
修
理
職
へ
の
貢
納
の
よ
う
な
前
後
司

間
で
納
入
と
返
抄
受
領
を
分
担
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
時
章
は
天
永
三
年
分
の
貢
納
を
済
ま
せ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
前
司

任
終
年
分
の
未
進
の
塡
納
が
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
返
抄
が
発
給
さ
れ
な

か
っ
た
。
返
抄
発
給
を
拒
ん
だ
主
体
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、『
群
載
』
巻
二
十
七

に
は
、
天
永
四
年
正
月
付
で
民
部
省
の
仕
丁
所
か
ら
発
せ
ら
れ
た
返
抄
が
、
ま
た

同
年
五
月
付
で
左
衛
士
府
か
ら
発
せ
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
返
抄
発
給
ま
で
こ
れ
に

代
え
て
用
い
ら
れ
る
請
文
が
、
そ
れ
ぞ
れ
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
康
和
五

年
か
ら
天
永
二
年
を
対
象
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
諸
司
が
返

抄
を
発
給
し
な
か
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
わ
か
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
時
章
は
天
永
四
年
正
月
十
七
日
、
奏
状
を
提
出
し

た
が
、
そ
の
内
容
は
、
申
請
が
裁
許
さ
れ
れ
ば
「
公
文
勘
済
之
煩
」
が
省
か
れ
る

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
に
さ
ら
に
前
司
任
終
年
分
の
未
進
塡
納
を
行
う
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
既
に
納
入
し
た
自
ら
の
任
終
年
分
の
済
物
を
前
司
任
終
年
分
の

塡
納
と
み
な
し
て
返
抄
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
納
入
し

た
済
物
の
名
目
を
天
永
三
年
分
か
ら
康
和
五
年
分
に
変
更
す
る
こ
と
で
、
直
ち
に

返
抄
の
発
給
を
受
け
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
時
章
の
申
請
は
認
可
さ
れ
、
天
皇
の
裁
許
に
よ
る
宣
旨
が
左
弁
官
か
ら
発

せ
ら
れ
た
。
そ
の
末
尾
に
署
名
す
る
少
録
大
江
貞
康
は
、
前
記
『
群
載
』
巻
二
十

七
・
天
永
四
年
正
月
民
部
仕
丁
所
返
抄
に
少
録
兼
太
皇
大
后
宮
少
属
大
江
朝
臣
と

み
え
る
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
書
に
「
申
」
と
み
え
る
の
は
、
�
文
書
の

【
文
書
の
位
置
づ
け
・
機
能
】
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
宣
旨
が
大
江

貞
康
に
よ
っ
て
民
部
省
の
官
人
ら
に
対
し
て
読
み
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
、
今
回
の
措
置
が
民
部
省
お
よ
び
そ
の
被
管
の
主
計
寮
・
主
税
寮

に
対
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
保
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
時
章
の
任
期
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
く
。
前
司
の
基
兼
は
、
康
和
四
年

頃
に
能
登
守
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
任
期
を
終
え
る
こ
と
な
く
、
長
治

元
年
七
月
に
卒
去
し
た
。
そ
こ
で
同
年
八
月
、
時
章
が
後
任
と
な
り
、
重
任
し
て

二
期
に
わ
た
り
能
登
守
を
勤
め
た
。
国
司
の
任
期
は
一
般
に
四
年
で
あ
る
か
ら
、

時
章
の
任
期
は
合
計
八
年
と
な
る
。
本
文
書
の
事
書
に
は
時
章
の
任
期
分
と
し
て

長
治
元
年
か
ら
天
永
二
年
ま
で
の
八
年
分
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
任
終
年
は
天
永

二
年
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
任
終
年
は
天
永
三
年

と
み
る
べ
き
で
あ
る
。
時
章
の
能
登
国
司
就
任
が
長
治
元
年
の
半
ば
を
過
ぎ
て
か

ら
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
と
、
時
章
は
長
治
元
年
を
前
司
任
終
年
と
は

せ
ず
に
当
任
の
初
年
と
し
た
が
、
任
期
満
了
は
就
任
か
ら
実
際
に
八
年
を
経
た
天

永
三
年
と
な
っ
た
と
推
定
で
き
る
。

以
上
、
本
文
書
の
内
容
を
確
認
し
て
き
た
。
本
文
書
は
、
任
期
満
了
後
の
国
司

に
よ
る
公
文
勘
会
の
具
体
的
な
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
弁
済
し
た
済
物

の
名
目
上
の
年
度
変
更
に
よ
っ
て
返
抄
を
発
す
る
と
い
う
比
較
的
柔
軟
な
対
応
の

事
例
で
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
が
実
際
に
諸
司
に
対
し
て
返
抄
を
要
求
す
る
際
に
効

力
を
発
揮
し
た
こ
と
は
、
前
述
の
『
群
載
』
巻
二
十
七
に
み
え
る
二
例
の
文
書
が

証
明
し
て
い
る
。

右
の
二
つ
の
文
書
で
は
、
年
ご
と
に
貢
納
額
が
変
化
し
て
お
り
、
毎
年
一
定
額

の
貢
納
で
あ
っ
た
こ
と
が
今
回
の
措
置
を
可
能
に
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、

今
回
の
措
置
が
時
章
の
奏
状
に
よ
っ
て
認
可
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
示
唆
的
で
あ
る
。
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佐
々
木
氏
は
白
河
院
政
の
も
と
、
康
和
年
間
頃
か
ら
の
受
領
任
用
に
お
け
る
公
文

勘
会
と
功
過
定
の
形
骸
化
の
進
行
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
今
回
の
措
置
も
こ
う
し

た
流
れ
の
中
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
時
章
の
能
登
守
へ
の
任
用
は
造
転
輪
院
の
功

（『
中
右
記
』
長
治
元
年
八
月
十
八
日
条
）、
ま
た
重
任
も
堀
河
天
皇
や
白
河
院
へ

の
奉
仕
を
理
由
に
集
団
的
に
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
（『
中
右
記
』
嘉
承
二
年
十

二
月
二
十
一
日
条
）。
公
文
勘
会
も
ま
た
彼
の
政
治
的
立
場
を
前
提
に
な
さ
れ
た

の
で
あ
り
、
こ
こ
に
摂
関
期
ま
で
の
受
領
統
制
と
は
異
質
な
あ
り
方
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
文
書
は
巻
二
十
六
に
あ
っ
て
、
こ
れ
以
前
の
文
書
と
内
容
的
に

関
連
が
薄
い
よ
う
に
み
え
る
。
そ
こ
で
巻
二
十
六
の
構
成
を
み
る
と
、
�
〜
�
が

解
由
、
�
〜
�
が
減
省
、
�
〜
�
が
班
符
、
�
・
�
が
雑
米
、
	
〜


が
越
勘
、

�
〜
�
が
交
替
と
な
っ
て
い
る
。
越
勘
や
交
替
な
ど
、
広
く
み
れ
ば
前
後
の
国
司

同
士
の
関
係
性
に
関
わ
る
文
書
を
集
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
文
書
に
戻
れ

ば
、
既
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
前
司
が
任
中
に
卒
去
し
た
と
い
う
状
況
で
、
前

司
任
終
年
分
の
公
文
勘
会
を
い
か
に
処
理
す
る
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

り
、
一
例
の
み
で
あ
る
た
め
や
や
異
質
な
感
が
あ
る
が
、
や
は
り
前
司
・
後
司
の

関
係
性
と
文
書
処
理
と
い
う
一
定
の
論
理
に
基
づ
い
て
配
置
さ
れ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

『
群
載
』
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
彌
永
貞
三
氏
、
五
味
文
彦
氏
、
木
本
好

信
氏
ら
の
研
究
が
あ
る
が
、
特
に
諸
国
関
係
の
文
書
に
つ
い
て
は
、
そ
の
由
来
が

明
確
で
は
な
い
こ
と
が
多
い
。
本
文
書
は
既
に
述
べ
た
よ
う
に
巻
二
十
七
の
二
つ

の
文
書
と
一
連
の
文
書
群
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
一
括
し
て
入
手
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
親
交
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
藤
原
宗
忠
か
ら
受
領
し
た
と

い
う
明
証
は
な
く
、
そ
の
入
手
経
路
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

【
関
連
史
料
】

『
殿
暦
』
永
久
元
年
正
月
二
十
四
日
条
・『
類
聚
三
代
格
』
巻
八
・
寛
平
二
年
（
八

九
〇
）
九
月
十
五
日
太
政
官
符

【
参
考
文
献
】

彌
永
貞
三
「
朝
野
群
載
」（『
日
本
古
代
の
政
治
と
史
料
』
高
科
書
店
、
一
九
八
八
、

初
出
一
九
七
一
）、
北
條
秀
樹
「
文
書
行
政
よ
り
見
た
る
国
司
受
領
化
」（『
日
本

古
代
国
家
の
地
方
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
、
初
出
一
九
七
五
）、
木
本

好
信
「
解
題
『
朝
野
群
載
』
と
三
善
為
康
」（
木
本
好
信
・
大
島
幸
雄
・
菅
原
邦

彦
編
『
朝
野
群
載
総
索
引
』
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
二
）、
佐
々
木
宗
雄
「
十
〜

十
一
世
紀
の
受
領
と
中
央
政
府
」（『
日
本
王
朝
国
家
論
』
名
著
出
版
、
一
九
九
四
、

初
出
一
九
八
七
）、
福
島
正
樹
「
家
産
制
的
勘
会
の
成
立
と
展
開
」（『
史
学
雑

誌
』
一
〇
一－

二
、
一
九
九
二
）、
玉
井
力
「
十
・
十
一
世
紀
の
日
本
」（『
平
安

時
代
の
貴
族
と
天
皇
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇
、
初
出
一
九
九
五
）、
五
味
文
彦

「
文
士
と
諸
道
の
世
界
」（『
書
物
の
中
世
史
』
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
三
）

（
古
田

一
史
）

◎
奥
書〈

本
云
〉一

校
了
（

�花
押
）

【
校
訂
註
】



本
云
…
な
し
（
東
）、
以
下
の
本
奥
書
な
し
（
紅
・
伴
・
大
）

�
（
花
押
）
…
「
判
」（
底
・
葉
）。
東
に
よ
り
改
む
。
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【
書
き
下
し
】

〈
本
云
ふ
〉

一
校
了
（

�花
押
）

�
（
花
押
）
東
山
本
奥
書
は
花
押
を
模
写
し
て
お
り
、
金
沢
実
時
の
花
押
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
。
後
陽
成
天
皇
が
所
持
し
た
東
山
本
の
親
本
に
あ
っ
た
花

押
模
写
を
模
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
山
本
は

巻
末
に
「
明
暦
」
印
を
持
つ
。

【
参
考
文
献
】

高
田
義
人
「『
朝
野
群
載
』
写
本
系
統
に
つ
い
て
の
試
論
」『
書
陵
部
紀
要
』
五
四
、

二
〇
〇
三

（
古
田

一
史
）
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